
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

古代の日田 : 日田盆地の考古学

小田, 富士雄
九州大学九州文化史研究施設

https://doi.org/10.15017/7178632

出版情報：九州文化史研究所紀要. 15, pp.105-145, 1970-03-25. 九州大学九州文化史研究施設
バージョン：
権利関係：



古
代
の
日
田
（
小
田
）

古
互
、
古
代
の
日
田

限
後
地
方
須
息
器
嗣
年
図

付
・
日
田
巾
内
遺
跡
地
名
表

四
、
装
飾
古
墳
文
化
の
系
滸

、
日
田
の
古
墳
文
化

―
-
、
先
史
時
代
に
お
け
る
文
化
交
流

一
、
日
田
盆
地
の
風
十

代
1

日

田

盆

地

の

日
の

考

古

学

I

_

田

小

田

富

士

雄

ー 105-



本
稿
の
日
的
も
逹
せ
ら
れ
だ
と
い
う
べ
き
て
あ
ろ
う
。

学
謁
社
は
全
般
的
に
あ
ま
り
す
す
ん
で
い
な
い
現
状
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
敬
靡
咋
し
て
今
後
の
閻
題
点
か
ひ
き
出
せ
る
な
ら
ば

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
窄
者
ぱ

11
旧
盆
地
の
考
“
学
淵
査
を
通
じ
て
こ
の
方
面
を
追
求
す
る
こ
と
を
瓜
図
し
て
い
る
。

日
田
盆
地
の
考
古

を
も
っ
て
い
る
。

日
田
盆
地
の
風
七
か
先
史
時
代
か
ら
占
墳
時
代
を
経
て
律
令
時
代
に
わ
た
る
歴
史
の
流
れ
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ

と
な
が
ら
見
逃
せ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
風
土
は
、

ま
た
独
自
の
文
化
を
雁
立
す
る
こ
と
を
さ
ま
た
け
る
而

の
巾
経
地
に
位
料
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
地
間
じ
の
位
料
が
占
来
、

日
川
盆
地
の
歴
史
的
性
格
を
規
定
す
る
虹
が
多
い
の
は
叫
然
の
こ

玖
珠
那
に
及
ひ
、

玖
珠
郡
か
ら
さ
ら
に
大
分
郡
に
つ
な
か
っ
て
い
る
か
ら
て
あ
る
。

）
の
よ
う
に
日
田
盆
地
は
九
州
の
東
西
を
紡
ふ
捷
路

を
北
に
さ
か
の
ほ
ご
ぷ
笠
即
ド
毛
即
に
通
し
、
ベ
・
い
川
を
南
に
さ
か
の
ほ
っ
て
肥
後
詞
蘇
地
方
に
逹
し
、

玖
珠
川
を
束
に
の
ぼ
っ
て
血
露
後

い
る
の
て
小
天
地
を
形
成
し
や
す
い
が
、
文
化
的
に
も
孤
立
し
な
か
っ
た
の
は

二
隈
川
が
四
に
流
れ
て
筑
後
川
に
つ
な
が
り
、
花
月
川

尼
限
山
は
阿
蘇
溶
岩
の
残
丘
で
、
剖
抜
横
穴
占
坦
な
ど
に
加
上
し
や
す
い
5

石
僻
ど
を
露
呈
し
て
い
る
。

日
田
盆
地
は
周
囲
を
自
で
間
ま
れ
て

の
東
寄
り
は
合
地
裾
部
の
最
も
安
定
し
た
生
活
い
て
、

現
在
の
日
田
化
街
の
い
＇
心
部
は
こ
こ
に
発
逹
し
て
い
る
。

，
ー
ヽ

1
、
1•• 

••V| 

佗
甘
I
J
長

J
似
11

珠
川
が
合
流
し
て
で
含
た
三
隈
川
が
い
く
つ
か
の
中
洲
を
形
成
し
て
生
活
而
と
し
て
は
や
や
不
安
定
な
沖
秋
低
地
と
な
っ
て
い
る
。
盆
地

ぱ
低
台
地
と
水
田
が
交
錯
し
た
地
形
を
な
し
、
完
史
時
代
の
集
落
と
悶
址
地
の
開
発
に
適
し
て
い
る
。
附
下
渾
は
花
月
川
と
大
山

Ill‘

玖

五
0
米
程
度
の
低
台
地
は
阿
蘇
溶
岩
で
形
成
さ
れ
て
い
る
3

盆
地
の
広
さ
は
東
四
約
三
・
五
粁
、
両
北
約
四
・
五
粁
に
お
よ
ひ
、
北
半
部

第
三
紀
層
を
猜
盤
と
す
る
筑
紫
溶
店
の
山
地
が
と
り
ま
い
て
い
る
。
盆
地
に
面
し
た
海
抜
二
百

l
四
百
米
の
高
台
地
は
耶
馬
浴
溶
岩
、

筑
後
川
の
上
流
、

古

代

北
か
ら
の
花
月
川
と
南
か
ら
の
大
山
川
が
合
流
す
る
と
こ
ろ
に
日
旧
盆
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
盆
地
の
周
辺
は
祈

一

、

日

田

盆

地

の

風

土

の
日
田
（
小
田
）

ー 106-
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第 1図 日田盆地遺跡分布図（五万分之ー地図「吉井」・「日田」分載） （No．は遺跡地名衣参照）



古

代

の

日

田

（

小

田

）

日
田
盆
地
の
周
辺
で
た
し
か
め
ら
叩
て
い
る
最
も
古
い
遺
跡
は
四
ヵ
所
の
綱
文
逍
狐
で
あ
る
。

日
田
rlj大
部
町
大
部

こ
れ
ら
の
遺
跡
は
い
ず
れ
も
三
隈
川
を
の
ぞ
む
以
南
の
地
域
に
あ
っ
て
、
盆
地
の
南
縁
部
に
限
ら
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
弥
生
時
代
の
辿

跡
と
は
著
し
く
対
照
的
な
分
布
を
示
し
て
い
る
。

川
下
遺
跡
は
分
地
の
南
西
隅
に
あ
た
り
、
堂
尾
川
が
三
隈
川
に
合
流
す
る
左
岸
の
丘
陵
据
に
位
置
す
る
。
多
く
の
紺
文
七
恭
が
採
集
さ

(
1
)
 

れ
、
穴
井
通
照
氏
が
整
理
報
告
を
さ
れ
た
。
土
器
の
示
す
と
こ
ろ
は
早
期
押
型
文
土
器
（
穀
粒
文
、
山
形
文
の
一
一
莉
）
と
後
期
土
堺
の
二

期
に
大
別
で
き
る
。
後
期

t
器
に
は
廃
消
網
文
系
上
浩
が
主
体
を
な
し
、
北
久
根
山
式
や
御
領
式
が
み
ら
れ
る
の
で
、
後
期
を
中
心
に
栄

え
た
遺
跡
て
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
主
体
を
な
す
麿
消
縄
文
系

t
器
は
鈍
ケ
崎
式
と
も
や
や
異
な
り
、
豊
後
の
海
岸
沿
い
に
分
布
す

る
漸
戸
内
方
而
の
も
の
へ
の
系
請
が
た
ど
ら
れ
て
興
味
深
い
。
ま
た
北
久
根
山
式
上
器
の
仔
在
か
ら
肥
後
地
方
に
つ
な
が
る
文
化
系
統
も

C
2
)
 

隈
山
遺
跡
は
三
隈
川
と
花
月
川
が
合
流
す
る
と
こ
ろ
に
形
成
さ
れ
た
沖
栢
地
に
あ
り
、
士
偶
の
腹
部
破
片
が
採
集
さ
れ
た
。
共
伴
遣
物

が
な
く
、
ま
た
こ
の
上
偶
片
も
現
在
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
い
う
。
現
地
の
地
形
か
ら
み
て

k
流
か
ら
流
出
し
て
き
て
こ
こ
に
堆
柏
し
た

と
考
え
ら
れ
る
可
能
性
が
つ
よ
い
。

原
遺
跡
は
隈
山
遺
跡
の
南
に
あ
た
る
台
地
の
南
側
に
あ
た
り
、
殻
粒
押
咽
文
士
都
を
出
土
し
て
い
る
。
）

無
視
し
え
な
い
。

大
部
遺
跡

原

遺

跡

日
田
市
内
河
野
字
厭

隈
山
遺
跡

日
田
市
石
井
町
隈

Ill

川
下
遺
跡

日
田
市
高
井
字
川
下

二

、

先

史

時

代

に

お

け

る

文

化

交

流
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大
部
遺
跡
は
大
山
川
と
玖
珠
川
が
合
流
す
る
あ
た
り
に
面
し
た
丘
陵
の
西
側
に
位
置
し
、
御
領
式
土
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
地
域
の
細
文
遺
跡
は
未
だ
学
術
調
査
を
経
た
も
の
が
一
例
も
な
く
、

い
ず
れ
も
採
集
資
料
に
よ
っ
て
う
か
が
う
に
し
か
す
ぎ
な

い
。
現
在
ま
て
知
ら
れ
た
前
記
遣
跡
の
う
ち
、
川
下
、
原
両
遺
跡
で
は
早
期
の
登
料
が
発
見
さ
れ
、
川
下
、
原
、
大
部
は
い
ず
れ
も
後
期

遣
跡
で
あ
る
。
前
期
・
巾
期
の
様
子
は
ま
っ
た
く
う
か
が
う
こ
と
が
で
ぎ
な
い
。
そ
れ
で
も
、

内
は
ま
だ
生
活
の
舞
台
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
う
か
が
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

吹
上
原
遺
跡

天
神
原
遺
跡

元
宮
原
遺
跡

上
野
原
遺
跡

吹
上
町
大
字
友
田
字
渡
里
・
吹
上
原

活
岸
寺
町
草
場

朝
日
町
天
神

神
来
町
元
宮

吹
上
原
遺
跡
は
盆
地
の
北
半
部
を
形
成
し
て
い
る
花
月
川
に
而
し
た
広
い
台
地
上
に
あ
り
、
早
く
か
ら
土
器
・
石
器
が
採
集
さ
れ
て
布

名
な
遣
跡
で
あ
る
。
日
田
盆
地
に
お
け
る
最
大
の
集
落
追
跡
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

い
て
、
集
落
と
坑
煤
の
組
合
せ
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
遺
跡
は
広
い
台
地

k
に
あ
る
た
め
、
逍
跡
名
が
錯
雑
し
て
い
る
。
加
只
川
光
夫
氏
か

(
3
)
 

吹

t
台
・
後
迫
の
二
遺
跡
に
分
離
し
て
解
況
さ
れ
て
い
る
が
、

た
。
こ
の
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
る
士
訴
は
前
期
か
ら
後
期
に
及
ん
て
い
る
か
、
詞
期
土
器
の
示
す
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
日
田
盆
地
に
弥
生
文

化
が
及
ん
だ
時
期
を
う
か
が
え
ば
、

(
1

は）。
い
わ
ゆ
る
羽
状
文
を
上
体
と
す
る
壼
形
土
堺
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、

は
須
玖
式
上
器
が
流
行
し
て
い
る
。

邦

場

遺

跡

上
野
町
上
野
原

北
九
州
の
板
付
II
式
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
資
料
は
な
い
の
で
、

こ
れ
ら
に
伴
う
石
器
に
は
水
成
岩
製
の
石
庖
丁
（
疇
1
)
、
安
山
岩
製
の
料
製
石
斧

(
5図
）
、
頁
岩
製

弥
生
時
代
に
は
次
の
五
遣
跡
が
知
ら
れ
て
い
る
。

古

代

の

日

田

（

小

田

）

一
追
跡
と
し
て
あ
っ
か
っ

こ
れ
ま
で
の
資
料
か
ら
縄
文
時
代
の
盆
地

こ
の
台
地
上
に
は
甕
棺
染
も
発
見
さ
れ
て

地
名
上
は
詞
一
地
域
に
属
す
る
の
で
両
者
を

前
期
中
以
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

隆
起
楷
を
伴
う
も
の
（
●
5
4
)
ま
で
み
ら
れ
る
。

巾
期
に

-108-
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代

の

日

田

（

小

山

）

‘¥¥
[
 
¥2 ●、

図2
 

八

‘‘‘
‘,‘ ＇，
、

第

.〉

6

と
推
測
さ
れ
る
。

棺
、
組
合
式
箱
形
石
棺
な
ど
も

疵
棺
の
上
郵
を
石
棺
材
で
囲
ん

る
珍
ら
し
い
葬
法
と
し
て
合
口

行
わ
れ
て
い
る
。
後
期
に
属
す

で
あ
る
が
、
単
勁
棺
や
石
蓋
甕

合
口
糊
棺
を
用
い
て
い
る
よ
う

吹上 1点辿跡採集の弥生上岱拓彩(½大）

い
る
が
、
中
期
で
は
主
と
し
て

後
期
の
摂
硲
群
が
発
見
さ
れ
て

7
 

ま
た
こ
の
逍
跡
か
ら
は
中
!

閂
日
日
〗'

,

”
‘
‘

‘ヽ,‘
 

,‘
 

‘‘、
,’
 

す
る
こ
と
な
く
受
容
し
て
い
た

九
州
弥
生
文
化
の
製
素
を
変
容

ら
、
中
期
頃
ま
で
の
似
向
は
北

石
鎗

（遷

環

）
な
ど
が
み
ら
れ

る
。
以
上
の
組
み
あ
わ
せ
か

石
の
み

(8
図
）、

粘
板
岩
製
の

付
納
石
麗

(4
図
）、

有
柄
磨
製

の
扁
平
片
匁
石
斧

（●
環
6
)
、

-109-



亡〕

巳

1
1

ー

ロ

ー

4
 

古

代

の

日

田

（

小

田

）

7
 

10cm 

第 3図

こ
お
い
て
弥
生
遺
跡
か
ら
漠
鏡
が
発
兄
さ
れ
た
の

漉
片
の
発
見
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
~
田
盆
地

注
怠
さ
れ
る
の
は
、
石
棺
か
ら
副
葬
品
と
し
て
漠

饂
て
弥
生
巾
期
か
ら
後
斯
に
及
ぶ
。
こ
の
遺
跡
で

遺
跡
は
組
合
式
石
棺
、
迦
棺
を
主
体
と
す
る
墳
酪

り
両
者
の
間
に
は
水
田
低
地
が
み
ら
れ
る
。
こ
の

吹上原辿跡採集の石堺実測図

草
場
遺
跡
は
吹
上
原
遣
跡
の
北
方
台
地
に
あ
た

方
に
顕
著
と
な
る
北
九
州
系
文
化
の
後
退
と
畿
内

系
文
化
の
流
入
と
い
う
大
勢
は
日
田
盆
地
に
あ
っ

て
も
例
外
で
な
か
っ
た
と
い
う
べ
恙
で
あ
ろ
う
。

沿
が
出
現
す
る

(
[
8
6
)
。
こ
の
時
期
の
九
州
地

字
形
断
面
の
口
縁
を
も
ち
卵
形
胴
を
な
す
壺
形
土

東
九
州
地
域
に
盛
行
す
る
畿
内
系
の
櫛
目
文
土
器

が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
（
疇
7
)
。
い
わ
ゆ
る
「
く
」

入
ル
ー
ト
が
考
え
ら
れ
る
が
、
終
末
期
に
な
る
と

点
は
指
摘
で
き
な
い
の
で
、
筑
後
地
方
か
ら
の
流

に
及
ぶ
頃
ま
で
は
北
九
州
の
様
相
と
特
別
変
っ
た

(
4
)
 

で
一
種
の
外
郭
施
設
と
し
た
も
の
が
あ
る
。
後
期

-110-



古

代

の

日

田

（小
田
）

2
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1--5 cm 

第 4図 副作された決鋲｝『 二例（％大）

(l. 1::1山市！れ場， 2.八女市伯ノ巾， 3.玖珠郡名屯台）

の
関
を
う
ず
め
る
店
叩
文
を
み
る
こ

と
が
で
き
る

(g
1
)
。
こ
の
よ
う
な

渓
鏡
片
を
副
非
す
る
例
は
い
く
つ
か

発
見
さ
れ
た
方
格
規
矩
文
鎧
片
が
あ

る

（汀
2
)
。
こ
れ
は
全
円
周
の
約
三

分
の
一

に
あ
た
る
破
片
で
、
複
原
径

亀
ノ

甲
追
跡
の
第
九
冗
け
石
棺
か
ら

せ
ば

、
西
で
は
筑
後

・
八
女
巾
室
岡

あ
る
が
、

II
EO
盆
地
の
近
く
に
さ
が

と
乳
文

、

T
.

L

•

V
文

、

そ
れ
ら

歯
文
帯
を
め
ぐ
ら
し
、
必
格
の
一
部

を
め
ぐ
ら
し
、
内
区
に
は
周
辺
に
櫛

•

六
柳
に
彫
起
鋸
歯
文
と
複
線
波
文

あ
る
。

視
存
す
る
部
分
は
平
緑
幅

を
お
い
て
他
に
な
い
。
こ
の
鋭
鑑
は

後
決
代
に
流
行
し
た
方
格
規
矩
文
第

に
属
し
、
本
米
径

一
二
糎
ば
か
り
あ

っ
た
も
の
の
約
四
分
の
一
の
破
片
で

は
視
在
ま
で
の

と
こ
ろ
、
こ
の
一

例
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ろ
に
起
因
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

―
―
•
一
一
糎
と
草
場
例
よ
り
や
や
小
形
で
あ
る
が
、
外
区
の
文
様
、
内
区
に
わ
ず
か
に
み
え
る
逆
方
向
の
L

字
文
な
ど
ま
っ
た
＜
草
場
例

に
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
東
で
は
隣
接
す
る
豊
後
・
玖
珠
郡
玖
珠
町
名
草
台
の
組
合
式
箱
形
石
棺
よ
り
出
土
し
た
獣
帯
文
鏡
片
が
あ
る

祠
已
。
こ
れ
は
外
区
を
欠
い
て
い
る
が
鉗
座
を
含
む
獣
帯
文
の
破
片
で
、
複
原
径
は
一
四
糎
を
こ
え
る
か
と
思
わ
れ
る
。
内
区
を
乳
文

で
四
区
に
分
ち
、
左
廻
り
に
旋
回
疾
駆
す
る
四
獣
を
配
し
た
も
の
で
、
半
肉
彫
り
の
手
法
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
遺
跡
は
弥
生
末
期
か
ら
古

坑
時
代
に
及
ぶ
石
棺
群
集
塞
で
あ
る
。
弥
生
時
代
に
お
い
て
は
日
田
盆
地
を
束
西
に
結
ぶ
地
域
で
は
漢
鍛
の
入
手
が
容
易
で
な
く
、
ま
た

破
片
で
あ
っ
て
も
如
何
に
貴
重
品
で
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
3
)
 

天
神
原
遺
跡
は
草
場
遣
跡
の
西
方
に
あ
た
り
、
賀
川
光
夫
氏
が
宮
ノ
原
遺
跡
と
し
て
登
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
草
場
遺
跡

同
様
、
甕
棺
・
石
棺
の
群
集
し
た
弥
生
募
地
で
、
約
百
個
の
ガ
ラ
ス
製
小
玉
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
こ
こ
で
も
後

(
4
)
 

期
の
合
口
痙
棺
の
上
甕
を
石
棺
材
で
外
郭
状
に
囲
う
た
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

元
宮
原
遺
跡
は
豊
後
三
好
駅
の
北
束
一
粁
余
の
台
地
上
に
あ
る
墳
酪
で
、
開
懇
に
と
も
な
っ
て
多
く
の
甕
棺
•
石
棺
・
石
蓋
土
城
な
ど

が
発
見
さ
れ
た
が
、
未
調
査
の
ま
ま
に
裡
滅
し
た
と
い
う
。

上
野
原
遺
跡
は
三
隈
川
左
岸
台
地
上
に
あ
る
坑
築
で
、
後
期
甕
棺
が
発
見
さ
れ
た
。
甕
棺
は
日
田
lrj
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
弥
生
遺
跡
を
通
じ
て
、
弥
生
時
代
に
お
け
る
日
田
盆
地
の
状
態
を
う
か
が
っ
て
み
れ
ば
、
盆
地
の
東
お
よ
び
南
の
周
縁
台
地
上

に
お
の
お
の
墳
募
遺
跡
一
ヵ
所
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
る
程
度
の
規
模
を
も
っ
て
比
較
的
安
定
し
た
集
落
を
営
み
坑
募
を
つ
く
っ
た

の
は
、
盆
地
北
半
部
を
占
め
る
吹
上
原
・
点
場
・
天
神
原
な
ど
の
遺
跡
を
擁
し
た
台
地
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
は
北
か
ら
盆
地
の
東
縁
山

館
に
そ
っ
て
流
人
す
る
花
月
川
の
右
岸
に
あ
た
る
。
台
地
と
花
月
川
の
間
に
比
較
的
安
定
し
た
沖
積
低
地
を
つ
く
り
出
し
、
水
田
耕
作
に

適
し
た
環
境
を
呈
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
現
在
の
日
田
市
街
以
西
の
低
地
部
は
三
隈
川
と
花
月
川
の
合
流
す
る
あ
た
り
で
未
だ
生
活
面
と

し
て
は
十
分
に
安
定
し
た
状
態
で
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
盆
地
の
南
半
部
に
弥
生
遺
跡
が
き
わ
め
て
貧
弱
な
現
象
は
こ
の
よ
う
な
と
こ

古

代

の

日

田

（

小

田

）
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古

代

の

日

田

（

小

田

）

こ

ぃ

第

5
図

日
出
郡
大
山
村
・
老
松
神
社
/
銅
矛
実
測
図
（
全
長
七
0
糎）

に
す
る
た
め
に
、

と
、
全
反
七
〇
糎
、
添
黒
色
の
良
質
で
あ
る
。
袋
部
の
奥
に
は
巾
茎
刑
砂
か
付
着
し
て
い
る
。

H
田
盆
地
の
青
銅
利
沿
の
性
格
を
明
ら
か

(
5
)
 

ベ
分
晨
内
-
)
お
け
る
肖
銅
利
器
の
一
直
長
を
作
戎
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
こ
な
る
a

社
と
老
松
神
社
の
銅
矛
は
大
き
さ
、

形
態
に
い
た
る
ま
で
き
わ
め
て
近
似
し
て
い
る
。

今
、
実
測
し
え
た
老
松
神
社
例
に
つ
い
て
み
る

-113-

こ
の
津
江
山
発
見
の
銅
矛
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

現
存
す
る
三
口
の
銅
矛
の
う
ち
、

大
波
羅
神

ゥ
了
作
炉
町
之
間
振
1

一
止
金
鉗
針
一
一
枚
ー
事
3

安
貞
二
年
(
―
ニ
ニ
八
）
ヒ
月
，
ハ
日
。
付
軒
廊
御
卜
→
（

V

仄
叩
〈I
,
,
•
·
:
:
K

上
＇
糾
禄
応
年
（
一
―
―
―
―
―

I
)

．

l
L旦
比
豊
後
国
沖
江
山
住
八
等
賛

南
、
肥
後
に
近
い
員
山
都
土
江
11
か
ら
銅
矛
一
．
口
発
IjL
さ
れ
こ
と
い
う
叫
録
が
「
r
l
錬
抄
」
第
ー
に
み
え
て
い
る
。

い
ず
れ
も
出
上
地
を
叫
ら
か
こ
し
な
い
が
、

11
田
盆
坦
ぢ
よ
i

ビ
て
0
鳳
辺
の
出
じ
品
で
あ
ろ
う
と
名
え
ら
れ
て
い
る
3

巾
広
銅
矛

日
田
郡
人
山
村
・
老
松
神
社
戚

巾
広
銅
矛

l
田
巾
田
島
町
大
原
・
大
波
羅
神
社
蔵

広
鋒
銅
矛
一

日
田

IIi石
井
・
石
井
神
社
咸

ま
た
日
田
都
の
四

弥
生
時
代
に
あ
っ
て
こ
の
地
方
て
注
ふ
す
へ
き
も
の
に
青
銅
利
沿
の
発
11心
が
あ
る
3

況
仔
す
る
の
は
次
の
三
口
の
銅

f
で
あ
る
。



I 発 見 地 1 種類・数量 1 出土状況
―--.---------- - ----―| - - - • --
1 •宇佐郡安心院町且尾·谷追 、中工銅矛7

I 
2 • II 艮洲町金屋・ベウモリ 広鋒銅矛 1 高塚占填，石柏

3. // 駅川町法鋭奸・下ノ平 広鋒銅矛 1 l 

4. // 宇佐町宇佐／＼幡臼蔵 因抒銅矛2, 宍鋒
釦文 7ヽ ！

5. // 麻生村山ロ・赤追 広鋒銅文 1

6.咄後i翡iFllrii来縄 ／穴鋒銅矛12(13'?) 

7 • II J和・雀 「文鋒銅文2 '箱式打棺

8. // 草地・籾i石 太鋒銅文3 前方後円墳封土

9 • II 娯崎・横峰 広鋒銅矛 1

10.求国束郡囚（出七地不II;」) 穴舒銅矛 1

11.杵築I1j野田祈宮 銅剣（細形':) 1 

12・速見郡山香町広瀬北ノ 1）孔 広鋒銅矛 1

13 • 11 II出町呉那井 広鋒銅矛7

14 • I」出町）＜津 宍鋒銅文2

15 • iJ田郡大自付・老松神礼蔵 山太銅矛 1

16 ・日田I|i石井・石井神社蔵 広鋒銅矛 1

17・”大波羅神社蔵 中「文銅矛 1

18 ・玖珠郡玖且町森・ニら神社蔵 中口銅矛2

19 • II 玖珠町・帆足神社蔵 中広銅矛2

20 •大分郡大南町松岡・京尾 中広銅矛 5

21・直入郡久仕町鉾木 広鋒銅文1

22 •大分市滴尼・岩阻 仄蜂銅文1

古

代

の

日

エ

（

小

川

）

弥主式土器散在地

弥生後期土器散布
地

I 
24 • 11 坂ノ巾町久／駁 怯鋒銅文片 1 I 
, 25 • 11 坂ノ市町細 狭鋒銅文 1

26 • 11 坂ノ市町木田・名辺山 広鋒銅矛2' 広鋒
銅文3

弥主後期土器散布

I 
! 27 • 11 坂ノ市町丹生・ 1均 平形銅剣1

地

28 ・北海部郡佐賀関町幸ノ浦 中広銅矛 1 箱式石棺 t 

29 •「i 杵直卜北津留・坊主．山 匹鋒銅矛7 土壌

< 30 • II 諏，Jj•中山 工鋒銅文1 箱式石棺

限31・日田郡津江山 銅矛2 「百錬抄」13• 安貞

□ --- - - - 1 2 • 7 •6 条 I

23 • " 坂ノ市町浜 平形銅剣4
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古

戊

の

日

エ

（

小

田

）

し
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
3

巾
広
銅
，
ャ
は
日
田
都
、
日
川
山
て
．
口
、
玖
珠
郡
で
四

11
、
'
叩
悦
す
る
宅
佐
郡
安
心
院
町
で
し
」
い
、
大
分
別
で
五
口
、
北
面
部
郡
で
一
口

と
た
ど
る
こ
と
か
て
き
、
そ
の
ル
ー
ト
は
筑
前
朝
貪
郡
、
筑
後
浮
羽
郡
の
飢
後
川
流
域
か
ら

Illn
盆
地
を
経
て
玖
珠
ー
人
分
ー
北
洵
部
へ

の
流
人
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
筑
後
川
を
さ
か
の
ほ
り
、
大
分
川
を
ド
る
ル
ー
ト
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
広
舒
刷
予
‘
鉗
父
〗
ェ
宇
佐
ー
立
後
高
田
ふ
ぶ
口
宋
ー
辿
見
の
ル
ー
ト
を
経
て
＇
二
人
、
臼
杵
り
い
へ
の
広
播
か
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
翌
前
か
ら
周
防
灘
、
別
府
肉
沿
岸
へ
の
ル
ー
ト
を
と
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
日
川
盆
地
は
筑
前
・
筑
後
刀
訓
か
ら
巾
広
銅
矛
を
東
九
州
に

誓
人
す
る
~
囚i
l
J
的
位
冒
一
'
:
あ
っ
た
こ
い
え
よ
ァ
カ
、

V

先
史
時
代
の
日
田
盆
地
に
お
け
る
遺
跡
遺
物
の
実
態
を
通
じ
て
、

こ
と
が
町
ら
い
と
な
っ
之
。

胎
和
i

1

一
五
年

旧
和
―
―
へ
止

こ
の
地
域
か
几
州
の
末
と
西
を
結
ふ
文
化
交
流
の
巾
経
地
で
あ
っ
た

す
で

ic
瑚
文
時
戊
こ
お
い
て
も
そ
の
性
を
よ
指
摘
で
き
る
の
て
あ
る
岱
、
特
一
4
邪
生

llIl浚
園
頃
か
ら
、

ほ
現
在
凡
う
且
る
よ
う
｛
心
口
田
盆
足
の
口
ぶ
観
い
厄
戚
さ
れ
、

〗
侶
形
化
す
る
こ
つ
れ
て
、

ほ

こ
の
地
域
を
経
由
一
：

註
(
1
)
穴
井
通
照
「
知
後
川
じ
旅
の
刹
文
十
船
」
九
州
考
古
学
1
1
.
1
2

(
2
)

江
坂
輝
弥
「
土
偶
」
七
六
貞
附
和
一
1

五
年

(
3
)
人ハ
JJ
県
史
料
囚
考
占
資
料
へ

0
t八
一
貞
附
和
三
穴
年

(
4
)
四
い
光
夫
「
箱
立
棺
を
外
義
廊
設
と
す
ろ
甕
棺
」
考
古
学
雑
誌
四
0
"五J
――-LI
方

(
5
)
本
表
の
作
成
は
次
の
文
献
を
参
照
し
、
さ
ら
に
補
正
を
加
え
た
。

員
川
光
夫
一
新
た
に
発
見
さ
れ
た
東
九
11
の
銅
鉾
銅
又
一
考
古
学
汚
誌
三
几
券
一
言
D

大
分
県
史
料
凶
考
古
資
糾
昭
和
三
六
年

大
分
県
文
化
財
調
査
報
告
第
一
五
輯
（
昭
和
四
一
壬
一
年
）
四
六

l
四
七
真
掲
載
の
小
田
作
成
表

胎
和
一
一
九
年
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城
山
古
墳
は
玖
珠
川
の
北
料
に
の
そ
ん
た
語
招
部
落
の
村
後
丘
陵
に
、
前
方
部
を
束
向
き
に
位
5

直
し
て
い
る
。
未
淵
査
。

天
神
山
古
墳
は
オ
田
部
落
の
北
方
台
地
に
位
附
し
、
前
方
部
は
西
む
き
で
あ
る
。
神
社
造
築
の
際
に
大
部
分
が
破
壊
さ
れ
て
内
部
主
体

は
不
明
で
あ
を
追
吻
は
佑
製
隈
帯
鮫
一
訓
や
馬
具
（
闘
芦
口
）
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
霞
‘
憎
者
は
ま
だ
凋
査
の
機
を
得
な
い
（
鱈
暉
虹

7
図
2
)
。

参
照丸
尾
古
墳
は

11
田
盆
地
の
末
を
限
る
山
丘
上
に
あ
り
、
盆
地
を
唱
む
好
所
に
あ
る
。
前
ガ
部
を
南
向
き
に
と
り
、
日
然
山
丘
を
利
用
し

丸

尾

占

坑

日
田
市

k
城
内

天
神
山
占
培

日
田
市
朝
日
町
才
田

城

山

古

坑

11
田
市
滸
附
町
城
山

三
、
日

古
墳
の
分
布
は
弥
生
遺
跡
に
く
ら
べ
て
広
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
盆
地
の
な
か
と
い
う
よ
り
周
囲
の
山
麓
ぞ
い
に
高
塚
占
墳
や
横

穴
が
営
造
さ
れ
て
い
る
。
特
に
盆
地
の
束
山
麓
と
南
111
麓
に
加
的
に
み
ら
れ
る
の
が
注
息
を
ひ
く
。
弥
生
時
代
の
遺
跡
分
布
が
盆
地
の
よ

半
部
台
地
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
と
対
照
し
て
み
る
と
、
古
墳
時
代
に
は
盆
地
の
東
南
か
ら
南
部
に
わ
た
る
地
域
、
す
な
わ
ち
三
隈
川
流

域
の
沖
積
地
が
開
発
さ
れ
て
生
活
舞
台
が
南
半
部
に
ま
て
拡
大
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
今
日
の
日
田
盆

地
の
地
形
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
地
域
は
い
く
つ
も
の
川
巾
洲
を
形
成
し
て
い
て
耕
地
と
し
て
は
な
お
不
安
定
な
も
の
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

U
田
盆
地
に
お
け
る
高
塚
古
坦
の
出
現
が
い
つ
で
あ
っ
た
か
を
決
定
す
る
に
は
今
日
ま
た
資
料
が
と
と
の
っ
て
い
な
い
。

ば
北
九
州
に
畿
内
型
古
坑
が
出
現
し
た
四
世
紀
代
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
な
謁
査
は
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

日
田
盆
地
に
お
け
る
前
方
後
lJJ
瑣
は
次
の
三
例
が
知
ら
れ
て
い
る
。

古

代

の
日
田
（
小
田
）

田

の

古

墳

文

化

い
か
え
れ
一
6
 
ーー



古

代

の

日

田

（

小

田

）

ノ

-＇1
9
1
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第 6図 姫塚古瑣石室実測図（賀川光夫氏による）

隈
神
社
境
内
の
一
大
樹
の
根
元
か
ら
漢
錦
一
面
が
発
掘
さ
れ
た
。
古

日
隈
古
瑣

n

田
市
日
隈
町
亀
山
公
闊
•
H

隈
神
社
塩
内

以
上
の
三
占
坑
は
い
ず
れ
も
学
術
漏
介
を
経
て
い
な
い
が
、

五
世

紀
を
さ
か
の
ば
ら
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

に
五
世
紀
代
に
比
定
で
恙
る
古
坑
に
姫
塚
瓦
町
（
訓
加

□立
）
が
あ
る
。

こ
の
ほ
か

三
隈
川
左
岸
の

H
田
盆
地
を
一
望
す
る
丘
陵
上
に
あ
る
円
墳
で
、
封

土
の
大
部
分
は
削
除
さ
れ
て
い
る
が
破
壊
さ
れ
た
竪
穴
式
石
室
一
基

と
三
基
の
箱
形
石
棺
が
あ
る
。
最
近
破
壊
が
進
行
し
て
早
晩
酒
滅
は

ま
ぬ
が
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
竪
穴
式
石
屯
は
安
山
岩
の
扁
平
割
石
を

平
積
み
し
て
構
築
さ
れ
て
お
り
、
現
存
す
る
大
き
さ
は
七
五
糎

x
-

・
九
米
で
あ
る
。
遺
物
は
鉄
剣
・
鉄
鏃
・
土
師
器
片
が
あ
っ
た
と
い

う
が
、
現
在
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
の
ほ
か
に
注
目
す
べ
き
追
跡
と
し
て
漢
鋭
を
出
土
し
た
次
の
一
―

古
墳
が
あ
る
。

ダ
ン
ワ
ラ
古
坑
日
田
市
日
高
町
字
束
寺
・
俗
称
ダ
ン
ワ
ラ

日
隈
古
墳
は
三
悶
川
の
下
流
、
日

111市
街
の
西
南
端
に
あ
た
る
巾

ノ
島
の
独
立
丘
、
亀
山
公
園
に
あ
る
。
元
治
元
年
(
-
八
六
四
）
日

穴
式
石
室
が
の
ぞ
か
れ
る
。
将
来
学
術
淵
牡
が
必
恢
で
あ
ろ
う
。

た
域
が
強
い
。

近
年
盗
制
に
か
か
り
、

4
.
X
0
．
丘
米
ば
か
り
の
成
江
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―
似
の
務
具
製
虞
珠
を
伴
っ
て
い
る
3

囚
珠
は
他
に
も
出
じ
例
が
あ
る
。
It

げ
見
に
ふ
れ
た
も
3
て
は
日
川
巾
友
川
・
吹
じ
横
穴
出
上
と
伝
え
る
も
の
二
虞
1
)
、
日
田
市
朝
日
町
オ

在
、
本
鉄
鐙
は
以
部
［
の
化
友
博
青
館
に
収
蔵
さ
れ
、

r>
ャ
い
に
実
見
の
機
を
得
に
か
、

こ
の
貝
製

両
眼
ゃ
休
駆
の
一
部
に
赤
や
青
の
且
卜
を
嵌
人
し
て
い
る
J

か
、
そ
の
技
術
を
没
代
に
踏
襲
作
成
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
占
坑
か
ら
共
伴
し
た
追
物
に
は
鉄
刀
、
栂
な
ど
あ
っ
た
と
い
う
。
現

こ
の
よ
う
な
金
銀
鉛
文
あ
る
鉄
鋲
は

111国
戦

1
時
代
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る

し
て
い
る
が

「
'
上
」
字
は
剥
落
し
て
い
る
3

／
恥
縁
に
は
禍
雲
文
僭
か
め
ぐ
り
、
内
区
に
は
翡
因
文
風
な
記
文
を
配
し
て
い
る
が
、

そ
の

の
構
図
を
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
る
。

す
な
わ
ち
鉗
を
め
ぐ
っ
て
四
煤
座
を
配
し
、
＂
染

i
に
金
線
に
よ
る

「
反
宜
，
ょ
孫
」
銘
を
一
字
兄
記

釦
[IJL
文
て
飾
っ
之
桑
間
ら
し
い
辿
品
て
あ
る
一
↑
胤
一
）
梢
し
い
こ
と
に
へ
，
＂
体
の
ほ
ほ
半
分
を
と
と
め
る
訂
度
こ
剣
落
し
て
い
る
が
、
本
来

鉛
が
梅
原
木
治
栂
じ
の
注
瓜
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
、
現
地
踏
介
が
あ
り
r

出

t
地
か
骰
後
三
芳
駅
束
ガ
約
四
rll
米
の
台
地
糾
に
営
ま
れ

（
ら
）

た
竪
穴
式
古
墳
て
あ
｝
こ
た
ら
し
い
こ
と
か
つ
恙
と
め
ら
れ
た
a

鉄
鉛
は
径
一
・
竺
柳
て
、

111IIi
て
も
刹
例
の
少
い
鉛
背
を
嵌
上
の
金
銀

ダ
ン
ワ
ラ
古
墳
も
す
て
に
雇
滅
し
こ
も
の
て
あ
る
か
、

9

ま
た
ま
奈
良
＇
り
而
―
[
讐
匹
こ
れ
た

Ii
田
由
＇
と
伝
え
る
合
銀
錯
恨
珠
陀
又
鉄

る
名
山
て
あ
る
こ
と
か
附
況
せ
ら
れ
て
い
る
‘
1

鋭
背
又
様
ゃ
銘
文
か
ら
上
芥
代
の
作
と
さ
れ
て
い
る
。

坑
の
状
課
ぱ
不
明
で
あ
る
。
現
仔
す
る
漢
鋭
ぱ
六
箇
の
破
片
が
ら
な
り
、
完
形
IC
ぱ
や
や
足
り
な
い
が
、
最
も
す
ぐ
れ
た
鍛
鑑
の
―
つ
で

(
3
)
 

あ
る
了
酋
）
。
鉛
径
二
芝
・
五
糎
、
平
緑
細
線
式
獣
僭
鍛
で
あ
る
。
文
様
僭
に
は
四
策
座
乳
七
箇
を
等
分
に
お
き
、
各
間
に
細
線
表
出
に

よ
る
獣
形
を
配
し
て
い
る
。
鉛
を
め
く
る
．．
 

そ
心
国
の
訂
に
次
の
銘
又
を
右
廻
り
こ
鋳
出
し
て
い
る
r
)

(
4
)
 

こ
れ
と
剖
部
ま
で
一
致
ず
る
算
鑑
と
し
て
兵
庫
県
（
摂
沖
）
二
島
閲

t
9全
呵
石
塚

i↓1
1瑣
出
十
の
~
類
鐙
＇
い
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
日
泣
は

(
5
)
 

貨
岡
謙
蔵
氏
に
よ
っ
て
「
銅
梁
四
神
鍬
」
或
は
[
四
由
匹
孟
掴
鐙
」
の
名
称
で
名
証
さ
れ
て
お
り
、
銅
梁
は
巾
国
四
川
省
合
川
県
の
直
に
あ

長
保
二
親
得
天
力
交
分

胡
虜
珍
滅
天
下
仮
風
雨
時
節
几
骰
敦

銅
梁
作
覚
四
夷
服
多
賀

l
，
冬
人
戊
息

古

1ミ

の

日
田
（
小
田
）
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古

代

の

日

田

（

小

田

（

管
玉

1
0

碧
玉
製

勾
玉

碧
玉
製

佑
製
珠
文
鏡

径
八
・
三
糎
（
図
版
一

-L)

佑
製
六
獣
鏡

径
―
―
―
・
七
糎
（
図
版
一
．
下
）

と
こ
ろ
と
な
っ
て
現
存
し
て
い
る
。
出
上
品
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

れ
て
逍
物
が
発
見
さ
れ
た
（
第
8
図
）
。
古
瑣
は
沌
滅
し
た
が
、

2
 

I
 

丘
C
o
 

5cm 

’̀  1,  

第 7図 貝製雲珠実測図

も
の
で
あ
る
。
具
製
霙
珠
も
ま
た
限
ら
れ
た
分
布
を
ぷ
し
て
い
る
。

横
穴
式
石
足
を
円
部
構
造
に
も
つ
後
期
I
口
墳
に
な
る
と
、
日
田
盆
地
の

周
辺
に
は
に
わ
か
に
増
加
し
て
く
る
。
大
別
し
て
円
墳
と
割
抜
横
穴
の
一
―

種
が
あ
る
が
、
学
術
晶
牡
を
経
て
内
容
の
判
明
し
て
い
る
も
の
は
き
わ
め

て
少
い
3

そ
の
巾
か
ら
内
部
構
造
や
追
物
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
様

f
の
う

日
田
市
石
松
町
有
田

有
田
古
墳

玖
珠
川
の
古
岸
、
石
松
部
落
の
背
後
台
地
ヒ
に
あ
り
、
昭
和
三
二

l
三

年
頃
梨
畠
に
す
る
た
め
に
開
墾
さ
れ
た
際
に
横
穴
式
石
室
占
墳
が
破
壊
さ

幸
い
に
も
出
士
品
の
一
部
が
日
田
市
内
在
住
の
桑
野
閤
吉
氏
の
保
存
す
る

か
が
え
る
も
の
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

田
市
天
神
山
111
瑣
例
は
鉄
製
外
輪
の
な
か
に
在
具
を
は
め
こ
ん
だ
手
ぷ
の

田
の
天
神
山
占
坦
の
も
以

(
i
図
2
)
、
筑
後
・
山
門
郡
瀬
高
町
大
爪
川
上

の
も
釘
（
聾
誓
）
か
あ
る
。
い
す
れ
も
巻
い
を
横
切
り
に
し
て
中
心
に
金

銅
製
の
花
形
座
を
伴
う
棒
を
通
し
て
い
る
。

ま
た
ダ
ン
ワ
ラ
占
墳
例
と
日
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田
占
坑
で
は
、

こ
れ
か
脚
付
＇叫
の
偽
に
あ
た
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
几
州
地
方
て
も
今
の
と
こ
ろ
類
品
に
乏
し
い
斑
料

＂r．川に
、

E
山
C10) 

赳
付
蛮
は

、

口
収
近
仏
賀
県
杵
島
郡
付
明
町
•

他
土
崎
第
三
り
古

棋
か
ら
も
発
見
さ
れ
て
お
り

、

の
も
の
に
近
い
（
亭
口
）
。

ま
た
辿
の
形
態
も
き
わ
め
て
よ
く
似
て
い
る
が
、
砂

IJLL
崎
ー
は
出
例
の
方
か
や
や
古
い
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
有

恥
さ
i
••
四
柳
と
大
き
さ
も
布
山
古
瑣

け
る
須
恵
堺
と
し
て
は
蚊
古
期
に
位
脳
す
け
ら
れ
る
。

iitは
店
さ

喜

閲

扇

）
。

（細
年
図
参
照

17
径
九

一
柳
の
知
頸
丸
底
て
あ
る

第 8図 有田古坑の出土品（桑野陽吉氏提供）
（現｛［行方不明の辿物も含まれている）

て
、
辿
の

17
緑
と
益
の
ド
平
部
が
欠
損
し
て
い
る
の
は
梢
し
ま
れ
る
が
、

役
息
竺
i
i
l
i-i柳
と
な
ろ
う

（鰐

）
。
加
の
形
隙
か
小
す
と
こ
ろ
は
古

式
の
珀
恵
堺
の
特
徴
を
よ
く
保
っ
て
お
り
、
今
の
と
こ
ろ
翌
後
地
方
に
お

、
る
。

し

況
在
す
る
須
由
心
沿
に
つ
い
て
み
る
と
貼
付
盗
は
珍
ら
し
い
追
品

軍
と
も
に
後
述
す
る

11
田
巾
法
恩
炸
山
第
四
け
古
瑣
の
も
の
と
よ
く
似
て

鋭
鑑
一
一
面
は
緑
鈍
を
帯
ひ
て
い
る
か
、
銅
質
も
さ
し
て
良
質
で
な
く
、

表
血
が
剥
離
し
や
す
い
状
態
で
、
珠
文
鏡
の
損
似
が
特
に
著
し
い
。
管
玉

は
艮
さ
一
―•
五
柳

、

径
ヒ
l

八
粍
と
人
形
品
で
あ
る
。
W
製
六
獣
鍛

、

管

坪

土
師
甜
、
今
な
し

L甘

士
師
器
、
今
な
し

脚
付
壺

~
 

土

須
恵
器

須
恵
器
、
今
な
し

辿
付
蓋

須
恵
猫

古

代

の
日
田
（
小
田
）

丸
玉

七
0

ガ
ラ
ス
製
、
コ
バ
ル
ト
色
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ら
れ
、
横
長
く
つ
く
ら
れ
た
前
至
で
は
通
路
の
左
右
に
降
石
を
立
て
て
三

区
に
分
ち
、
左
右
．．
 

区
に
も
被
葬
者
を
追
拌
で
き
る
よ
う
に
設

11さ
れ
て

い
る
。
こ
の
古
棋
を
利
名
に
し
た
の
は
赤
色
澄
料
を
使
用
し
て
墜
両
を
描

わ
れ
て
い
る
。
古
曰
さ
約
四

・
六
米
に
及
ぶ
。
各
宰
の
境
に
は
閾
石
か
設
け

、
る
。
＇ 
石
室
の
構
築
に
は
奥
壁
に

一
枚
の
大
石
を
立
て
て
い
る
ほ
か
は
、

珠）

、
須
忠
堺
な
ど
が
発
11心
さ
れ
て
い
る
。

と
は
で
き
な
い
が
、
琥
珀
製
棗
玉

第
三
号
古
墳
は
径
i

.

〇
米
、
ぃ
帥
さ
四
米
の
円
坑
で
、
横
穴
式
石
室
が
南

四
に
開
口
す
る
。
開
11
し
た
の
は
か
な
り
古
く
、
辿
物
も
1
分
に
知
る
こ

罵
具

（轡

ぶ
｛

石
~
土
は
全
長
八
米
に
及
ぷ
複
至
構
造
で
安
山
約
を
も
っ
て
構
築
さ
れ
て

割
石
を
平
栢
み
し
て
お
り
、

ガ
ラ
ス
製
小
玉
、

い
わ
ゆ
る
腰
石
の
使
用
は
な
い
。
後
室
墜
面

は
次
第
に
上
方
に
拉
送
っ
て
空
間
を
せ
ば
め
て
ゆ
き
天
井
は
一
枚
石
で
覆

じ
け
と
数
え
て

、

一
・
ニ

・
六

・
ヒぃ
lJ
拍
は
未
掘
で
あ
る
。

た
111
斤
尾
根
上
に
ヒ
加
の

IJjt
が
並
ん
て
い
る
。
四
か
ら
束
に

一
ぃIJ

同
鉄
11
田
駅
と
叩
立
後
i

．一方
駅
の
間
に
あ
り
、
川
欽
線
の
北
側
に
歓
近
し

く
位
凶
ず
け
ら
れ
る
以
状
で
あ
る
。ゅ
さ
い

f
ム
Ai

悶

(11) 

ー

'lJ

ー

0
1

法

恩

寺

山

古

墳

群

ー

ー

I

匁
迎
町
大
ウ
！
ー
，
ー
'

f
1
,

年
上
か
ら
も
、
布
田
l
1
棋
は

II
ILi
地
方
だ
け
で
な
く
翌
後
地
力
て
蚊
も
古

で
あ
る
か
ら
、
脚
付
心
の
な
く
な
っ
た
の
は
枯
し
ま
れ
る
，

珀
由
心
堺
の
枷
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負
盤
じ

人
idll
製

切
子
沢

r-

ノ‘

ャハ
1
叫
製

怜
軍

九

碧

玉

製

.. ‘↓
 
．
 

J
 

ノ
↓

i
.
-

雌
璃
製

佑
製
几
獣
鏡

径

ー・上

・ • 

糎

（鷹）
，
巳
人

者
の
月
辺
に
つ

t
う
れ
]
.
I

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
（
1
[

二
)
口

.-
1

"

-

11
丁
は
次
の
と
お
り
デ
あ
る

追
物
は
大
部
分
か
石
室
の
』
八
れ
壁
ぞ
い
に
な
ら
で
ゥ
れ
｝
＼
る
か
、
鉛
や
刀
や
直
粕
キ
{

ご
凶
1
〗
ら
れ
に
後
区
に
発
1
]さ
炉
‘
岐
昨

るQ 門
袖
石
の

こ
は
叶
石
を
忙
み
あ
げ
て
石
姐
状
懇
を
↓
l

¥

｝
て
い
る
が
、

笞
し
く
外
阻
ぎ
ン
l
(；6

っ
ご
、

一
種
の
侃
庭
バ
を
rI

ト
し
て
い

さ
せ
て
空
間
を
せ
ば
め
て
ゆ
き
一
枚
石
の
大
井
に
終
っ
て
い
る
。
翡
さ
一
・
パ
米
て
あ
る
。
羨
凹
は
扁
平
石
を
は
め
こ
ん
で
閉
塞
し
、
羨

し
て
天
升
に
全
る
。
左
右
両
隈
は
腰
石
を
使
用
せ
ず
、

K
ド
通
じ
て
割
石
を
平
柏
み
し
て
い
る
。

辟
主
皿
は
じ
方
に
次
第
に
削
石
を
迫
り
出

な
し
、
石
室
を
前
後
二
区
に
分
け
て
い
る
。
澳
壁
は
贔
さ
一
米
ほ
ど
の
安
山
応
の
一
枚
石
を
立
て
て
、
さ
ら
に
そ
の
卜
に
割
石
を
平
積
み

羨
門
に
む
か
っ
て
転
を
せ
に
め
て
ゆ
き
沃
門
付
近
て
に

、
〈
と
な
る
。
澳
か
ら

-
＿
沐
の
と
こ
ろ
て
板
状
石
を
な
ら
〈
て
伯
石
と

義
が
あ
ろ
う
。

こ
の
古
坦
は
主
西
に
開

1
1す
る
爪
宇
仄
汗
竺
い
石
〗
一
を
も
つ
も
の
て
あ
っ
だ
,
石
[
が
フ
ラ
ン
は
輻
＿
＿
米
、
奥
／
仁
＿

．． 

六
〗
〈

も
へ
＇
日
ま
で
こ
の
よ

は
な
い
。

ま
だ
成
ぃ
ぺ
0
1
1
1
-

ー
す
べ
苔
と
こ
ろ
が
多
く
、

こ
0
咄
～
り
の
ト
11
拭
研
究
上
竹
宜
す
へ

月
賀
川
光
火
・
い
［
ら
-
]
よ
っ
て
発
掘
淵
在
か
け
り
わ
て
J

11
出
盆
地
に
お
け
る
占
墳
の
芦
心
発
因
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
り
、

そ
の
役

第
四
号
古
墳
は
一
一
一
号
古
瑣
の
東
に
あ
り
、
径
一
ー
．．
 
米
、
謡
さ
—
-．． 

几
米
の
円
坑
で
あ
る
。
未
掘
坑
で
あ
っ
た
か
、

附
和
．
一
三
年
八
！
九

た
正
州
観
の
左
右
袖
石
に
は
騎
馬
人
物
ら
し
き
図
像
、

そ
の

k
に
構
架
さ
れ
た
石
に
は
同
心
円
文
と
飛
烏
？
が
拙
か
れ
て
い
る
。

い
て
い
る
点
で
あ
る
。
奥
墜
と
そ
れ
に
扱
す
る
両
咽
に
詞
心
円
文
、
後
室
通
路
北
側
袖
石
に
は

1
文
と
馬
？
、
前
室
よ
り
後
室
に
む
か
っ

1
1

卜
、

T
i
l
l
 
の

日

川

（

小

川

）
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た
須
恵
堺
が
収
蔵
さ
れ
て
い
て
、

ご
し
こ
よ
し
よ
、

と

4
1
r
4
|

四
り
瑣
よ
り
年
代
は
下
降
す
る
よ
う
で
あ
る
。

第
五
号
古
墳
は
人
井
石
か
と
り
よ
ら
れ
て
か
な
り
破
炭
さ
れ
て
い
る
が
、

日
川
贔
枚
翡
貪
芳
男
教
諭
の
も
と
に
本
石
室
よ
り
発
見
さ
れ

て
前
述
の
打
川
占
坑
と
近
い
も
の
か
あ
る
が
、

こ
れ
よ
り
さ
か
の
ぽ
る
こ
と
は
な
い
。

詞
一
時
期
と
は
名
え
ら
れ
ず
、
初
作
と
追
作
の
分
離
検
叶
の
疫
が
あ
ろ
う
。

鉛
鑑
・
玉
類
・
須
由
歯
（
〗
麟
闘
）
な
ど
の
比
較
に
お
い

被
非
者
は
追
作
し
て
い
た
人
骨
か
ら
三
体
確
認
さ
れ
た
。

捉
瓶

四

須

忠

堺

坪
盆

須
恵
沿

迎 麻
杯

四

須

恵

岱

須
忠
器

脚
付
淑

鮫
具
術
先
金
具

鎮
状
辻
金
物

鈴
雲
珠

轡 刀
f
鉄
鏃

圧
丘

.l.J 

，
 
μ
1ノ
小
玉 古

代

八、

須
恵
甜

ガ
ラ
ス
製
、
淡
青
色

の

n
田
（
小
田

小
児
一
、
成
人
J

．
と
判
定
さ
れ
て
い
る
。

し
た
か
っ
て
出
土
追
物
も
す
べ
て
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古

代

の

LI

山
（
小
田
）

ヽ
...一o-‘‘ 

;-ヽ色赤

色

第 12図

~ 

r、□

J
ジ’
[

ャ

り[

t
,

⑰
 

ょ‘

十

ロ
ーフ｝
 

4
ノ

ヽ

暴
鼻

ど
な
く
箱
形
に
近
い
断
仙
を
ぷ
し
て
い
る
。
奥
堅
に
は

そ
の
上
に
平
柏
み
し
て
ゆ
く
が
、
迫
り
出
し
は
ほ
と
ん

ニ
・
ニ
米
で
あ
る
。
僻
点
間
の
構
築
に
は
腰
石
を
立
て
て

じ
て
の
全
長
六

・
任
米
、
後
至
の
郷
ニ

・
七
米
、
高
さ

の
構
造
は
完
全
に
は
判
明
し
な
い
が
、
前
後
二
室
を
辿

第
一
号
古
墳
は
前
生
に
十
砂
が
充
悩
し
て
い
て
室
肉

で
あ
る
。

い
。
三
基
と
も
南
む
き
に
開
口
す
る
複
室
構
造
の
も
の

壊
さ
れ
て
石
材
の
一
部
が
の
こ
っ
て
い
る
の
に
す
ぎ
な

石
至
が
涵
出
し
て
い
る
。
第
三
け
古
坦
は
ほ
と
ん
ど
破

も
玄
山
岩
で
構
築
さ
れ
て
い
る
が
、
封
土
が
流
失
し
て

側
が
第
二
りFJ
古
棋
、
東
側
が
第
三
号
古
墳
で
、
い
ず
れ

石
至
古
坑
が
並
ん
で
い
る
。

巾
央
が
第
一
号
古
撰
、
四

以
上
ii
手
は
似
の
年
代
は
四
号
j
J
t
|
i-i
け
瑣
ー
五
号
坑

の
序
列
が
考
え
ら
れ
、

に
比
定
さ
れ
よ
う
。

ガ
ラ
ン
ド
ヤ
古
墳
群

パ
lit紀
111煩
か
ら
後
半
の
時
期

IJIlliii石
井
字
西
園

石
井
部
洛
に
北
接
す
る
沖
秘
地
に
あ
り
、
三
隈
川
が

曲
流
す
る
と
こ
ろ
に
あ
た
り
、
東
店
に
三
基
の
横
穴
式
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ヽ
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る
3

亦
、
青
．．
 

色
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
は
ガ
ラ
ン
ド
ヤ
第
一
け
古
墳
の
場
合

り
し
て
い
る
か
に
み
え
る
人
物
、
左
喉
に
は
二
艘
の
舟
と
詞
心
円
文
が
み
ら
れ

物
、
飛
畠
、
円
文
か
描
か
れ
て
い
る
e

前
室
右
壁
に
は
詞
心
円
文
、
舟
、
波
乗

に
み
ら
れ
る
3

後
宰
奥
帷
に
は
詞
心
円
文
を
並
へ
、

れ
卵
に
は
舟
に
乗
る
人

で
知
ら
れ
て
い
る
か
、
欺
両
は
後
室
の
奥
峨
と
れ
蹄
腰
石
、
＞
則
室
の
左
右
腰
石

グ< i視 i『占•.l{t イ＿i ．怜：丈測図

附
に
似
た
箱
形
構
辿
を
な
す
。

こ
の
古
瑣
は
早
く
か
ら
彩
色
整
両
が
あ
る
こ
と

の
ま
わ
り
を
さ
ら
に
緑
色
て
縁
ど
っ
て
い
る
。
石
虫
内
の
土
砂
を
除
去
し
た
折

に
珀
恵
器
認
の
器
―
竺
冒
疇
瓢
）
と
金
璽
個
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

第
二
号
古
墳
も
且
様
な
構
造
で
あ
る
か
天
井
石
が
と
ら
れ
、
石
室
内
部
は
土

砂
で
即
ま
っ
て
い
る
。
臭
壁
に
赤
色
に
よ
る
且
心
日
文
竺
似
が
み
ら
れ
る
が
色

穴
観
音
古
墳

LJ
田
占
内
河
野
字
倉
園

ガ
ラ
ン
ト
ヤ
古
瑣
群
附
力
の
台
地
上
に
あ
る
。
高
さ
一
王
米
、
径
一

0
米
の
円

坦
て
、
酎
に
開
口
す
る
柚
穴
式
石
屯
か
あ
る
。
羨
道
は
旱
く
な
く
な
り
、
全
長

じ
米
の
前
後
；
宙
が
の
こ
っ
て
い
る
。
安
山
岩
を
使
用
し
て
カ
ラ
ン
ド
ャ
古
瑣

と
い
し
て
あ
る
が
、

穴
観
音
で
ぱ
緑
色
の
緑
と
り
が
赤
の
円
側
に
施
さ
れ
て
い

↓
竺
さ
ら
に
仕
＇
＂
嬰
す
へ
き
は
郎
主
の
舟
や
月
、
い

mllJ
文
の
彩
色
の
内
側
石
面
を
た

彩
か
か
な
り
流
れ
て
い
る
3

馬
人
物
、

か
と
思
わ
れ
る
図
柄
な
ど
が
赤
色
て
揺
か
れ
、

こ
れ
ら
の
赤
色

彩
色
訓
か
訊
か
れ
て
い
る
e

叩
列
す
る
一
＿
艘
の
舟
と
皮
、
そ
の
上
に
円
文
、
駒
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古

代

の

11
川
（
小
川
）

へ---J合＼一
第 14図

夕
旧
横
穴
群

日
山

iii上
f
町
夕
川

の
主
な
も
の
で
あ
る
。

し
て
横
穴
を
剖
り
ぬ
い
た
も
の
で
、
次
の
晶
辿
跡
が
そ

凝
灰
広
糸
の
紺
面
が
発
辻
し
て
い
る
あ
た
り
に
附
を
な

佑製じ乳文鋭（丈大）

こ
の
ほ
か
に
日
旧
盆
地
に
は
削
抜
横
穴
間
が
多
い
。

わ
れ
る
。

る
。
お
そ
ら
く
後
期
古
撰
時
代
の
填
＂
屈
が
あ
っ
た
と

liJ
心

と
り
つ
け
た
も
の
で
、

鈴
は
硯
在
二
似
の
こ
っ
て
い

る
。
鈴
釧
は
一
闘
さ
ニ

・
五
糎
以
上
の
円
形
銅
板
に
鈴
を

配
し
、
各
々
に
こ
れ
を
囲
む
腹
線
と
双
脚
を
付
し
て
い

歯
，
又
術
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
内
区
は
七
個
の
珠
文
を

一
糎
の
小
形
品
で
、
外
区
は
複
線
波
文
帯
の
外
側
に
鋸

し
て
あ
っ
か
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
佑
製
鏡
は
径
七

冗
年
ぃ
ハ
月
―

-11
亀
山
神
殿
，
IYI
加
外
ニ

テ
発
兄
」
の
貼
紙
が
あ

っ
て
、
さ
き
の
没
鏡
と
は
発
口
心
の
時
期
も
地
点
も
異
な
る
の
で
別
の
古
墳
と

鏡
の
ほ
か
に
佑
製
ヒ
乳
文
鍮
一
仙
、
銅
製
鈴
釧
片

一
帆
、
欽
地
金
銅
張
島
11芹片

（鏡
板
？
介
＂
染
？
）

一
個
が
あ
る
。
鈴
釧
に

「
附
和
寸

さ
き
に
江
1
時
代
に
細
線
式
限
術
鋭
が
出
ー
し
た
辿
跡
と
且
所
で
あ
る
が
、
況
在
日
隈
神
社
に
保
符
さ
れ
て
い
る
追
物
に
は
、
こ
の
没

日
隈
古
墳

11
山
巾

11
隈
附

fu111公
闊

11
隈
神
礼
邸
内

に
カ
ラ
ン
ド
ヤ
第
一
妙
横
と
共
辿
す
る
と
こ
ろ
多
く
、
ほ
ぼ
屈
時
期
に
比
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

た
い
て
剃
離
さ
せ
、
全
体
を
凹
め
る
ー
払
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
出
土
品
は
不
肌
で
あ
る
が

石
玉
の
構
造
、
咽
訓
の
技
訟
、

訓
題
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こ
れ
ら
の
横
穴
群
は
か
な
り
古
く
か
ら
開
口
し
て
い
た
ら
し
く
、

確
認
す
る
に
い
た
ら
な
い
が
、
大
J
―
四
年
に
日
名
子
太
郎
氏
が
調
べ
た
と
こ
ろ
で
は
日
田
盆
地
に
お
け
る
横
穴
の
数
七
五
一
一
と
計
上
さ

れ
て
い
な
ー
。
、
な
か
で
も
吹
上
横
穴
群
は
ij名
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
出
上
品
侃
集
家
の
も
と
に
あ
る
追
物
に
は
吹
上
横
穴
出
土
と
伝
え
る
も

の
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
さ
し
た
る
根
拠
も
な
く
附
会
し
た
究
料
も
少
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
須
恵
器
、
土
師
器
の
類
に
は
古
式

の
も
の
か
ら
奈
良
時
代
に
及
ん
で
い
て
、
古
式
の
も
の
に
つ
い
て
は
疑
わ
し
い
点
も
盛
じ
ら
れ
る
。

後
期
古
墳
の
編
年
研
究
に
お
い
て
今

H
最
も
拠
り
ど
こ
ろ
と
さ
れ
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
普
辿
的
に
発
見
さ
れ
る
須
恵
器
に
指
標
を
求
め

(13) 

ら
れ
る
。
近
時
各
地
で
須
恵
岱
研
究
は
盛
ん
で
あ
る
が
、
九
州
で
も
肥
後
・
豊
前
・
筑
後
な
ど
で
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
豊
後
地
方
で
は

未
だ
こ
の
よ
う
な
試
み
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
豊
後
地
方
に
お
け
る
須
忠
器
編
年
の
尺
度
が
つ
く
ら
れ
る
な
ら
ば
、

H
田
地

方
の
後
期
占
坑
の
編
年
研
究
に
究
す
る
と
こ
ろ
も
少
く
な
い
。
豊
後
地
jj
に
須
恵
器
が
出
現
し
た
時
期
は
明
ら
か
で
な
い
。
古
墳
の
副
葬

品
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
須
俎
器
で
蚊
も
古
く
位
骰
ず
け
ら
れ
る
も
の
は
、
先
述
し
た
如
く
日
田
市
付
田
占
坑
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
づ
く
も

の
と
し
て
法
恩
寺
第
四
け
古
坑
の
須
忠
器
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
両
者
の
間
は
型
式
糾
年
の
ヒ
で
直
結
せ
ず
、
他
地
方
の
資
料
で
埋
め
ね
ば

(14) 

な
ら
な
い
現
状
で
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
好
賢
料
に
恵
ま
れ
な
い
が
、
玖
珠
郡
川
の
日
出
上
資
料
を
も
っ
て
あ
て
て
お
こ
う
。

怯
囚
心
守
山
第
四
け
古
墳
の
資
料
は
第
III
様
式
の
古
式
の
時
期
の
標
準
と
し
て
は
今
の
と
こ
ろ
豊
後
地
方
で
こ
れ
に
代
る
資
料
は
な
い
。

セ
ッ
ト
と
し
て
そ
ろ
っ
て
い
る
点
で
重
要
で
あ
る
。
胞
の
ご
と
く
第
II
様
式
に
さ
か
の
ぼ
る
よ
う
な
特
徴
を
示
す
も
の
も
あ
る
が
、
セ
ッ

丸
山
横
穴
群

日
田
dj
丸
山
（
月
隈
山
公
園
）

吹
上
横
穴
群

口
田
市
友
田
・
吹
上

水
目
横
穴
群

匁
連
横
穴
群

三
郎
丸
横
穴
群

日
田
巾
友
田
字
一
二
郎
丸

日
田
市
匁
述
町
匁
連

日
田

di水
l

古

代

の

H

W

（
小
川
）

（
星
隈
山
）

す
で
に
湮
滅
し
た
も
の
も
少
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
止
確
な
数
は
ま
だ
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古

代

の

日

田

（

小

田

）

ト
と
し
て
と
ら
え
る
と
き
は
や
は
り

III
式
に
組
み
い
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

III
式
前
半
ま
で
は
古
式
須
恵
器
の
特
徴
を
伝
え
て
い
る
こ
と

(13)

（

15) 

に
つ
い
て
は
別
に
筆
者
も
説
い
た
こ
と
が
あ
る
。
吹
上
横
穴
出
土
と
伝
え
る
子
持
須
恵
器
の
如
き
も
こ
の
時
期
の
所
産
で
あ
る
。
こ
の
時

(16) 

期
の
後
半
か
ら
豊
後
地
方
に
は
群
集
塩
が
急
激
に
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
杵
築
七
双
子
古
墳
群
に
好
資
料
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
さ
ら
に

第

w期
、
第
＞
期
ま
で
の
資
料
が
継
続
し
て
七
世
紀
代
ま
で
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
古
墳
時
代
終
末
期
ま
で
の
媒
制
が
た
ど
ら
れ

る
。
日
田
盆
地
で
こ
れ
ら
の
時
期
に
対
応
す
る
の
は
法
恩
青
山
第
三
号
古
墳
、
同
第
五
号
古
墳
の
資
料
で
あ
る
が
、
散
逸
し
た
も
の
も
か

な
り
あ
る
の
で
、
第
＞
様
式
の
存
否
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
ほ
か
第
W
様
式
の
古
期
に
属
す
る
も
の
と
し
て
は
北
海
部
郡
佐
賀
閲

(17ii) 

町
巾
ノ
原
古
墳
の
応
類
も
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
七
双
子
古
墳
群
資
料
の
な
か
か
ら
も
同
時
期
の
も
の
が
抽
出
で
き
る
。
こ
の
時

期
で
注
忍
さ
れ
る
の
は
、
横
瓶
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
横
瓶
の
出
土
例
は
き
わ
め
て
少
い
の
で
、
そ
の
出
現
時
期
に
つ
い
て
は
ま

だ
定
見
を
得
な
い
が
、
古
く
玖
珠
郡
北
山
田
村
の
横
穴
出
土
品
に
そ
の
例
が
あ
っ
て
、
資
料
の
所
在
不
明
と
な
っ
た
の
は
惜
し
ま
れ
る
。

ま
た
ガ
ラ
ン
ド
ヤ
第
一
号
古
墳
出
士
の
坪
の
盗
は
第
III
式
の
古
期
か
ら
新
期
に
移
行
す
る
特
徴
を
も
っ
て
い
て
、
ガ
ラ
ン
ド
ヤ
古
墳
、
穴

観
音
古
坑
の
年
代
推
定
に
重
要
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。
本
稿
で
は
豊
後
地
方
の
須
恵
器
編
年
を
目
的
と
す
る
も
の
で
な
い
の
で

一
応
の
尺
度
を
つ
く
っ
て
お
か
な
い
と
日
田
盆
地
に
お
け
る
後
期
古
墳
の
絹
年
的
位
置
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
、
上
述
の
概
要
の
よ
う
な
趣
冒
で
巻
末
付
図
の
よ
う
な
編
年
図
の
作
成
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
を
出
発
点
と
し
て
、
今
後
資
料
の
増
補

を
は
か
り
完
成
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
編
年
序
列
が
成
立
す
る
。

有
田
古
墳
ー
法
囚
心
抒
山
四
乃
ー
法
因
心
寿
山
三
号
ー
法
恩
寺
山
五
号

穴
観
斉
古
墳

ガ
ラ
ン
ド
ヤ
占
墳

乃
ち
打
田
臼
瑣
を
」
ハ
世
紀
初
頭
、
法
恩
仔
山
四
号
を
六
世
紀
巾
頃
、
法
恩
寺
山
竺
号
を
六
棋
紀
後
半
代
に
比
定
す
る
こ
と
が
で
恙
よ
う
。

な
お
、
法
恩
芯
山
四
号
と
三
号
の
閻
に
は
曲
豆
後
地
方
に
お
け
る
横
穴
式
石
室
の
複
室
構
造
出
現
の
問
題
が
あ
る
が
、

詳
説
を
避
け
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
別
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に
諭
じ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
再
説
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

註
(
1
)
大
分
県
史
料
い
名
古
資
料
一
四
九
貞
附
和
三
六
」
1
-

，

(
2
)
賀
川
光
夫
「
大
分
叫
に
於
け
る
三
つ
の
竪
穴
式
石
梱
を
有
す
る
古
墳
」
（
四
日
本
史
学
第
一
五
号
）
昭
和
二
八
年

(
3
)
賀
川
光
人
「
東
九
州
に
お
け
る
二
、
三
の
在
銘
鏡
」
日
本
大
学
考
古
学
通
い
第
四
号
旧
和
三
二
年

(
4
)
信
原
末
治
一
摂
津
の
古
墳
嵯
」
考
古
学
雑
誌
四
巻
八
号
大
正
三
年

同
「
払
津
の
古
瑣
統
（
袖
追
）
」
考
古
学
雑
誌
七
巻
七
丹
大
正
六
年

(
5
)
富
岡
謙
蔵
「
古
鍍
の
研
究
」
一
冗
以
及
び
二
几
七
頁
大
正
九
年

(
6
)
梅
原
末
治
「
既
後
llill
出
L
の
漢
金
銀
鉛
嵌
珠
龍
紋
鉄
鏑
」
国
平
八
五
三
妙
附
和
三
八
年

(
7
)
日
田
市
故
武
内
仏
蔵
氏
収
蔵
品
。
場
在
行
方
不
明

(
8
)
別
府
大
学
所
蔵

(
9
)

「
福
岡
県
の
文
化
財
し
一

JL
八
以
附
和
四
三
年

(10)
佐
賀
県
教
育
委
且
公
「
龍
ヒ
仙
古
墳
肝
」
附
和
四
一
1

年

(11)
賀
川
光
夫
・
小
田
富
十
雌
「
注
囚
心
打
古
填
」
附
和
三
四
年

(12)
日
名
子
太
郎
「
述
見
、
玖
珠
、
日

nl--
＿
郡
及
別
府
市
古
墳
横
穴
調
査
一
覧
表
」
大
分
県
史
貼
名
膀
人
然
出
念
物
調
資
報
告
第
四
輯
大
正
一
四
年

(13)
原
口
艮
之
「
肥
後
の
須
恵
沿
の
細
年
晶
案
」
西
日
本
史
学
会
創
立
十
周
年
叫
念
論
文
集
附
和
三
四
年

小
田
富
士
雄
「
九
州
の
須
息
嵩
J
況
ー
糾
年
の
方
法
と
実
例
（
既
前
の
場
合
こ
九
州
考
占
学
22

附
和
一
二
九
年

小
田
富
十
雄
「
筑
後
に
お
け
る
須
恵
附
の
嗣
年
」
塚
ノ
谷
窯
跡
群
附
和
四
四
年

(14)
玖
珠
町
公
民
餡
所
蔵

(15)
小
田
富
士
雄
「
大
分
県
日

III巾
吹

t
の
子
持
須
恵
器
」
九
州
考
古
学
14

附
和
三
七
年

(16)
賀
川
光
丈
、
入
汀
＂
央
親
、
小
日
富
十
川
「
七
双
子
古
墳
群
」
大
分
県
文
化
財
調
杏
報
告
古
第
八
集
附
和
三
七
年

(17)
質
川
光
夫
、
小
田
富
士
雄
「
北
洵
部
郡
佐
賀
関
町
の
古
墳
調
査
報
告
」
大
分
県
文
化
財
淵
杏
報
併
第
一
五
樹
附
和
四
三
年

(18)
河
野
占
実
「
玖
珠
那
北
山
川
村
の
横
穴
」
大
分
い
史
蹟
名
虜
天
然
記
念
物
調
査
報
告
害
第
九
釦
附
和
パ
年

(19
）
小

□[
し
士
雄
「
横
穴
此
石
室
古
瑣
に
お
け
る
枚
室
構
造
の
形
鼠
」
史
淵
百
尉
旧
和
四
三
年

古

代

の

日

□
（
小
田
）
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古

代

の

日

田

（

小

田

）

大
分
県
内
に
お
け
る
装
飾
古
墳
の
半
分
は
日
田
盆
地
に
集
中
し
て
い
る
と
い
う
結
果
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
隣
接
す
る
筑
前
、
筑
後
地
方

に
多
い
装
飾
古
墳
と
の
関
連
に
お
い
て
理
解
さ
れ
る
面
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

加
賀
山
横
穴
群

宇
佐
郡
四
日

di町
一
鬼
手
・
加
賀
山

鬼
塚
古
墳

東
国
東
郡
国
見
町
中
・
蛙
石

線
刻
彫
刻
・
彩
色

鬼
ヶ
城
占
瑣

鬼
塚
古
墳

千
代
丸
古
墳

大
分
郡
挟
閻
附
宮
苑
・
千
代
丸
線
刻

玖
珠
郡
玖
珠
町
帆
足
•
平
田
山
線
刻

玖

珠

郡

玖

珠

町

小

田

彩

色

六
批
紀
代
の
古
墳
に
つ
い
て
は
日
田
盆
地
の
周
辺
に
開
口
し
た
も
の
も
多
く
、
早
く
か
ら
識
者
の
江
怠
を
ひ
い
て
い
た
。
特
に
内
河
野

(
1
)
 

の
穴
観
音
古
墳
は
装
飾
古
墳
と
し
て
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
日
田
地
方
の
装
飾
占
瑣
が
本
格
的
に
研
究
対
象
と
し
て

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
附
和
二
五
年
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
同
年
夏
、
森
貞
次
郎
氏
等
が
当
時
知
ら
れ
て
い
た
雁
一
の
装
飾

古
墳
で
あ
っ
た
穴
観
音
占
墳
を
彩
間
韻
料
凋
査
の
た
め
に
誨
れ
た
際
に
、
ガ
ラ
ン
ド
ヤ
古
墳
の
一
．
埜
に
壁
両
を
発
見
し
た
。
さ
ら
に
同
年

―
二
月
に
は
賀
川
光
夫
氏
の
調
査
に
よ
っ
て
法
恩
寺
山
第
三
号
古
墳
の
陸
両
が
発
見
さ
れ
て
、

に
わ
か
に
日
田
地
方
の
後
期
古
墳
が
脚
光

(
2
)
 

を
浴
び
る
こ
と
と
な
っ
た
。
か
く
し
て
翌
年
こ
れ
ら
を
総
括
し
た
賀
川
氏
の
報
告
が
公
表
さ
れ
た
が
、
や
が
て
賀
川
氏
は
こ
れ
を
契
機
に

(
3
)
 

大
分
県
全
域
に
わ
た
る
装
飾
古
墳
の
調
査
を
行
な
う
に
い
た
っ
た
。

ま
た
、
占
く
日
名
子
太
郎
氏
の
報
告
に
吹
上
横
穴
群
に
属
す
る
日
田
巾
友
田
・
上
原
の
一
横
穴
に
「
飾
辟
ぎ
一
彩
色
文
様
残
存
セ
ル
モ
ノ

(
4
)
 

ア
リ
」
と
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
現
在
こ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
を
加
え
れ
ば
、
日
田
地
方
に
五
基
の
装
飾
占
墳

が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
視
在
大
分
県
内
で
知
ら
れ
て
い
る
装
飾
古
墳
は
こ
の
ほ
か
に
次
の
五
基
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

、

装

飾

古

墳

文

化

の

系

譜
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(
5
)
 

次
に
装
飾
両
の
面
か
ら
検
討
し
て
み
る
と
、
両
者
共
彩
色
に
よ
る
睦
画
系
古
墳
で
あ
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
は
大
分
限
の
他
の

装
飾
古
墳
が
線
刻
文
様
を
主
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
日
田
地
方
の
特
色
と
い
え
よ
う
。
文
様
の
種
類
と
哩
両
が
施
さ
れ
た
綿
位
に
つ
い

て
み
る
と
、
法
恩
寺
山
第
三
号
墳
で
は
後
室
奥
墜
と
そ
れ
に
接
す
る
部
分
の
側
墜
、
後
室
に
通
ず
る
通
路
側
面
、
前
室
よ
り
後
室
に
向
う

庄
而
の
両
袖
石
と
そ
の
上
に
構
架
さ
れ
た
石
に
み
ら
れ
る
。
文
様
は
同
心
円
文
、
崎
馬
人
物
、
馬
、
飛
烏
？
な
ど
で
あ
る
。
穴
観
音
古
墳

は
後
室
の
奥
璧
と
片
方
の
側
墜
、
前
室
の
両
側
墜
に
施
文
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
腰
石
に
阪
ら
れ
て
い
る
。
ガ
ラ
ン
ド
ヤ
古
墳
で
は

奥
嵯
に
限
ら
れ
る
。
文
様
の
種
類
は
心
八
観
音
古
墳
が
同
心
円
文
・
舟
・
波
・
群
烏
・
人
物
・
ガ
ラ
ン
ド
ヤ
古
墳
が
同
心
円
文
・
舟
・
波
・

人
物
・
馬
で
あ
る
。
穴
観
音
古
墳
タ
イ
プ
の
方
が
舟
や
波
な
ど
法
恩
寺
山
古
墳
タ
イ
プ
に
な
い
図
柄
か
み
ら
れ
て
種
類
が
多
い
。
さ
ら
に

両
者
を
明
瞭
に
区
別
で
き
る
の
は
法
恩
坪
山
三
号
タ
イ
プ
で
は
顔
料
が
赤
色
一
種
に
限
ら
れ
る
が
、
穴
観
音
タ
イ
プ
で
は
赤
、
緑
一
一
種
を

使
用
し
て
図
形
の
輪
郭
を
二
軍
に
縁
ど
る
手
法
が
み
ら
れ
る
。
特
に
穴
観
音
古
墳
で
は
同
心
円
や
舟
の
彩
色
に
よ
る
輪
郭
の
内
部
に
あ
た

る
部
分
の
石
面
を
た
た
い
て
剥
離
さ
せ
て
凹
め
る
と
い
う
他
の
装
飾
古
墳
に
み
ら
れ
な
い
よ
う
な
技
法
を
併
用
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ

、
る
。＇ 日

田
盆
地
の
装
飾
古
墳
は
石
室
構
造
か
ら
み
て
一
一
種
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
乃
ち
、

も
う
―
つ
は
穴
観
音
古
墳
、
ガ
ラ
ン
ド
ヤ
古
墳
で
あ
る
。
先
ず
法
恩
寺
山
第
三
号
墳
は
奥
壁
に
大
石
を
立
て
て
い
る
ほ
か
は
、
壁
面
の
構

築
に
腰
石
を
使
用
し
て
い
な
い
。
最
下
段
よ
り
石
材
を
平
積
み
し
な
が
ら
高
く
積
み
上
げ
、
次
第
に
迫
り
出
さ
せ
て
空
間
を
せ
ば
め
、
後

室
の
横
断
面
は
高
い
梯
形
を
な
す
。
プ
ラ
ン
は
左
右
の
壁
面
に
胴
張
り
を
も
た
せ
て
い
わ
ゆ
る
三
味
線
胴
形
を
呈
す
る
。
前
室
は
追
葬
に

伽
え
て
か
特
に
胴
張
り
を
も
た
せ
て
奨
行
き
よ
り
左
右
幅
を
広
く
と
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
横
断
面
は
後
寮
ほ
ど
壁
面
を
迫
り
出
さ
せ

た
り
、
天
井
を
高
く
構
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

穴
観
音
古
墳
は
艮
方
形
プ
ラ
ン
を
も
ち
、
墜
面
最
下
段
に
腰
石
を
立
て
て
、
そ
の
上
に
石
材
を
平
積
み
す
る
。
し
か
も
堅
面
の
迫
り
出

し
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
垂
直
に
近
い
僻
去
叫
を
構
成
す
る
の
で
、
横
断
面
は
長
方
形
を
な
す
。
ガ
ラ
ン
ド
ヤ
古
墳
も
こ
の
タ
イ
プ
に
属
し
て

古

代

の

日

田

（

小

田

）

―
つ
は
法
恩
寺
山
第
三
号
古
墳
で
あ
り
、
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古

代

の

日

田

（

小

田

）

(
6
)
 

る
。
装
飾
占
墳
顔
料
の
化
学
分
析
を
さ
れ
た
山
崎
一
雄
博
士
に
よ
れ
ば
、
赤
色
は
酸
化
鉄
を
主
と
す
る
も
の
で
、
鉄
を
多
く
含
有
す
る
粘

土
の
如
き
も
の
を
焼
い
て
得
た
も
の
と
い
う
。
ま
た
緑
色
は
緑
色
に
近
い
岩
石
、
例
え
ば
緑
泥
石
の
よ
う
な
緑
色
岩
類
の
粉
末
を
使
用
し

た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
く
わ
し
い
こ
と
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。
九
州
の
装
飾
古
墳
で
は
こ
の
ほ
か
に
黄
・
白
•
青
・
黒
な
ど
の
顔
料

が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、

一
般
に
終
末
期
に
近
い
装
飾
古
墳
で
は
赤
一
色
、
或
い
は
赤
と
黒
、
赤
と
緑
ま
た
は
青
の
組
み
あ
わ
せ
で
使
用

さ
れ
る
領
向
が
あ
る
。
な
か
で
も
豊
後
地
方
の
装
飾
古
坑
で
一
一
色
の
組
み
あ
わ
せ
が
み
ら
れ
る
の
は
穴
観
音
と
ガ
ラ
ン
ド
ヤ
一
、
二
号
の

三
古
墳
だ
け
で
あ
る
。

以
上
の
比
較
に
よ
っ
て
日
田
地
方
の
装
飾
古
墳
に
二
つ
の
異
な
る
タ
イ
プ
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
乃
ち
石
室
構
造
と
彩
色

顔
料
、
彩
色
部
位
に
お
い
て
顕
著
に
示
さ
れ
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
法
恩
寺
山
―
―
]
号
タ
イ
プ
は
豊
後
地
方
の
横
穴
式
石
室
に
類
例
を
た
ど

る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
が
、
筑
前
、
筑
後
方
面
に
た
ど
る
こ
と
は
で
ぎ
る
。
隣
接
す
る
筑
後
浮
羽
郡
の
装
飾
古
墳
で
は
古
畑
（
第
15
図
）
、
寺

単
室
で
胴
張
り
プ
ラ
ン
の
も
の
で
は
日
ノ
岡
、
珍
敷
塚
、

徳
、
塚
花
塚
（
第
15
図
）
な
ど
の
複
室
墳
が
あ
り
、

(
7
)
 

と
が
で
き
る
。

追
葬
の
た
め
に
障
石
を
立
て
て
い
る
点
で
は
筑
前
朝
倉
郡
の
狐
塚
古
墳
（
第
15
図
）
が
最
も

近
い
で
あ
ろ
う
。
な
か
で
も
古
畑
古
墳
か
ら
塚
花
古
墳
へ
の
移
行
は
複
室
構
造
の
形
成
か
ら
定
型
化
へ
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
こ
と
が

(
8
)
 

知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
古
墳
は
六
枇
紀
巾
頃
か
ら
終
末
煩
に
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
乃
ち
法
恩
寺
山
三
号
タ
イ
プ
は
六
世
紀
後
半
に

筑
後
浮
羽
郡
地
方
で
盛
行
し
た
石
室
タ
イ
プ
で
あ
り
、
そ
れ
が
日
田
盆
地
に
及
ん
だ
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
次
に
穴
観
音
タ
イ
。
フ
は
こ
れ

ま
た
六
世
紀
後
半
か
ら
七
罰
紀
に
か
け
て
筑
後
浮
羽
郡
の
軍
足
、
下
馬
場
、
前
畑
、
薬
師
下
北
、
同
南
な
ど
の
古
墳
、
筑
前
朝
倉
郡
の
観

(
7
)
 

音
塚
古
墳
な
ど
に
た
ど
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
こ
の
石
室
タ
イ
プ
は
さ
ら
に
広
く
北
九
州
か
ら
肥
後
地
方
ま
で
み
ら
れ
る
も
の
で
、
豊
後
地

方
の
装
飾
古
墳
は
多
く
こ
の
タ
イ
プ
に
属
す
る
。
こ
の
な
か
に
は
後
室
奥
墜
ぞ
い
に
石
棚
を
構
架
す
る
も
の
が
あ
り
、
こ
の
技
法
も
玖
珠

郡
鬼
ヶ
城
や
大
分
郡
千
代
丸
古
墳
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
日
田
盆
地
に
あ
ら
わ
れ
た
後
期
古
墳
の
二
つ
の

タ
イ
プ
は
、
共
に
筑
後
川
流
域
の
筑
前
、
筑
後
地
域
か
ら
日
田
盆
地
に
入
り
、
法
恩
寺
山
三
号
タ
イ
プ
は
こ
こ
で
と
ど
ま
っ
た
が
、
穴
観

な
か
で
も
左
右
幅
が
広
く
、

鳥
船
塚
な
ど
を
あ
げ
る
こ
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筑後・古畑

古

代

の

日

田

（

小

田

）

筑後・塚花

3m 

筑前・狐塚

0 3m 
I I I | 

第 15図 法恩寺山第三号古墳石室と類似構造を示す石室対照図
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古

代

の

日

田

（

小

田

）

悔
部
郡
佐
加
・
穂
門
・
佐
井
・
丹
生
・
日
田
・
在
田
・
夜
闘
・
日
理
・
父
連
・
石
井

国
埼
郡
武
蔵
・
来
紺
・
国
前
・
由
染
・
阿
岐
・
津
守
・
伊
美

日
高
郡

百
タ
イ
フ
は
さ
ら
に
玖
珠
ー
大
分
ー
・
文
国
末
の
合
郡
に
ま
て
流
伝
し
だ
の
て
あ
る
e

こ
の
間
に
あ
っ
て
装
釦
文
様
は
菫
料
人
手
や
石
面
塗

印
の
む
つ
か
し
さ
の
た
め
か
、
彩
色
技
i

こ
を
略
し
て
よ
り
安
易
な
線
刻
反
よ
に
転
換
し
た
。
ま
た
両
題
か
ら
も
網
、
栢
な
と
の
岱
材
両
が

姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
の
も
盟
後
地
方
の
特
徴
と
い
う
べ
苔
で
あ
ろ
う
。

註
(
1
)
日
名
子
太
郎
一
装
飾
古
墳
」
大
分
県
史
凱
名
勝
天
然
出
怠
吻
調
査
報
告
第
五
輯
附
和
ー
一
年

(
2
)
賀
川
光
夫
「
人
分
県
日
田
市
付
近
に
於
け
る
装
飾
占
墳
」
考
古
学
雑
誌
三
七
券
三
号
旧
和
二
六
年

(
3
)
賀
川
光
火
「
東
九
州
地
り
に
於
け
る
装
飾
古
墳
」
別
府
女
子
大
学
紀
要
第
三
輯
旧
和
二
八
年

(
4
)
日
名
丁
太
郎
「
速
見
、
玖
珠
、
日
田
一
二
郡
及
別
府
市
古
墳
横
穴
調
査
一
覧
表
」
大
分
県
史
蹟
名
勝
犬
然
記
念
物
調
査
報
告
第
四
輯
大
正
一
四
年

(
5
)
小
川
富
十
砒
「
九
州
」
日
本
の
考
古
学
IV
（
古
培
時
代
・
ト
）
附
和
四
一
年

(
6
)
山
崎
一
雄
「
装
飾
占
墳
の
顔
料
の
化
学
的
研
究
」
古
文
化
財
之
科
学
第
二
号

(
7
)
小
林
幻
雄
糾
「
装
飾
古
墳
」
附
和
―
―
―
九
年

斉
籐
忠
編
「
古
墳
咽
画
」
（
日
本
原
始
芙
術
5
)
附
和
四

0
年

(
8
)
小
田
富
士
雄
「
横
穴
式
石
室
古
墳
に
お
け
る
複
室
構
泊
の
形
成
」
史
淵
百
輯

安
伎
・
伊
芙
・
来
細
・
田
染
・
津
守

と
み
え
て
い
る
が
、
本
文
に
は
石
井
、
靱
編
二
郷
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

里一

郷
伍
所
十
四

駅
心
所

律
令
時
代
の
日
田
郡
は
「
豊
後
国
風
土
記
」
に
よ
れ
ば

五

、

古

代

の

日

田

「
和
名
抄
」

こ
よ
.

]

 

附
和
四
三
年

附
和
二
六
年
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父
連
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
こ
ろ
と
も
か
か
わ
る
の
で
少
し
く
説
明
を
加
え
て
お
こ
う
。
管
内
志
に

「
今
里
人
は
叉
辿
と
書
て
由
支
比
と

IIl
ふ
る
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
ユ
キ
イ
と
訓
ま
れ
て
い
る
。
較
は
も
と
叉
と
書
か
れ
、
編

0

0

0

O

 

O
 

0
 

は
連
と
通
じ
て
ア
ム
と
訓
ま
れ
る
の
で
、
寂
編
は
叉
連
と
同
義
で
あ
る
。
「
和
名
抄
」
の
父
連
は
叉
を
父
と
誤
写
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
以
上
の
よ
う
な
考
証
を
経
て
さ
だ
ま
っ
た
日
田
郡
五
郷
を
現
地
に
比
定
し
て
み
れ
ば
、
石
井
郷
は
風
土
記
に
「
在
1

一
郡
南
―
」
と
あ

し
た
が
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

「
豊
後
国
志
」
の
著
者
に
よ
っ
て

と
あ
っ
て
こ
の
三
郡
の
間
に
混
乱
が
み
と
め
ら
れ
る
。

0

0

0

 

0
 

ま
ず
日
高
ヱ
つ
い
て
ぱ
、
「
国
造
本
紀
」
こ

lt多
国
造
岱
み
え
、

0

0

 

「
延
喜
式
」
に
日
田
郡
と
あ
る
の
で
、

(
1
)
 

る
の
は
誤
止
ま
た
は
誤
字
て
あ
ろ
う
と
す
る
仁
隙
四
倍
氏
の
斤
説
が
あ
る
。
ま
た
「
太
宰
管
内
志
」
の
著
者
は

り
で
あ
る
と
し
て
、

高
は
田
を
誤
る
か
と
も
お
も
ひ
し
か
ど
〔
lnJ
苦
（
和
名
抄
）
九
巻
〕
に
肥
前
国
小
城
郡
高
来
ハ
多
久
と
も
見
え
た
れ
ば
誤
り
も
あ
ら
ざ

(
2
)
 

る
べ
き
カ

と
指
摘
し
て
い
る
が
、
井
上
通
泰
博
士
は
タ
カ
ク
を
タ
ク
と
約
し
た
の
と
、
ヒ
タ
カ
の
力
を
略
し
た
こ
と
を
同
一
視
し
た
こ
と
に
よ
る
誤

こ
の
説
を
し
り
ぞ
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
風
上
記
の
日
高
ぱ

El
田
の
娯
り
と
み
て
さ
し
つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
「
和
名
抄
」
に
お
け
る
三
都
の
郷
名
糾
科
は
、

和
名
抄
以
一
一
日
田
五
郷
ー
。
恨
入
1

一
悔
部
一
。
而
取
1

一
国
埼
中
一
。
以
為
1

一
日
田
郷
一
。
伝
写
致
レ
之
。

と
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
日
田
以
ド
五
郷
が
日
田
郡
に
属
し
、
安
伎
以
下
五
郷
は
国
埼
郡
に
属
す
る
も
の
て
あ
る
。
ま
だ
日
田
以
下
五
郷

を
と
る
と
し
て
も
、
実
際
に
は
六
郷
記
さ
れ
て
い
る
。
佐
藤
氏
は
日
田
郡
を
誤
っ
て
郷
名
と
し
、
海
部
郡
の
条
に
書
き
つ
ら
ね
、
そ
の
た

め
に
生
じ
た
日
田
郡
の
欠
を
補
う
た
め
に
日
高
都
を
設
け
て
比
多
と
訓
ま
せ
た
も
の
て
、
「
和
名
抄
」
が
豊
後
の
事
情
に
通
じ
な
い
者
こ
ょ

っ
て
幾
度
か
転
写
を
重
ね
る
間
に
生
じ
た
誤
記
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。
し
た
か
っ
て
日
田
郡
五
郷
は
在
田
以
下
の
五
郷
を
と
る
ヘ

あ
り
た

恙
こ
と
と
な
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
風
七
汀
心
に
み
え
る
鞍
編
、
石
井
以
外
の
三
郷
は
在
田
、
夜
闘
、
日
理
と
な
る
。
父
連
は
靱
編
で
あ
る
。

よ

あ

け

わ

た

り

こ
の
う
ち
夜
闘
は
夜
開
、
日
理
は
一
凡
踵

(-Il
＿
理
）
の
誤
記
で
あ
る
と
い
う
考
証
が
諸
氏
の
風
土
記
研
究
に
よ
っ
て
重
ね
ら
れ
て
い
て
ほ
ぽ

古

代

の

日

山

（

小

田

）

0

0

 

「
和
名
抄
」
の
み
日
高
と
あ
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古

代

の

日

田

（

小

田

）

「延

り
、
三
隈
川
よ
り
南
の
盆
地
南
緑
か
ら
そ
の
南
、
肥
後
阿
蘇
に
通
ず
る
山
岳
地
域
が
含
ま
れ
る
。
日
田
市
石
井
町
に
そ
の
名
が
の
こ
っ
て

い
る
。
風
土
記
の
石
井
郷
の
条
に
、

を
ぐ
に

郷
中
有
レ
河
、
名
曰
1

一
阿
釉
川
一
。
其
瀕
出
＝
肥
後
国
阿
韮
郡
少
国
之
峯
一
、
流
到
1

一
此
郷
1

、

あ

ゆ

川
一
。
年
魚
多
在
。
遂
過
＝
筑
前
筑
後
等
国
1

入
五
岱
四
海
1

0

と
あ
る
が
、
阿
稚
JII
は
大
山
川
で
阿
蘇
郡
小
国
の
山
々
（
少
国
之
峯
に
あ
た
る
）
に
発
し
て
日
田
盆
地
に
到
り
、
球
珠
川
（
玖
珠
川
）
と

0

0

0

 

合
し
て
日
田
川
（
三
隈
川
）
と
な
り
、
こ
こ
に
は
年
魚
（
鮎
）
が
多
く
お
り
、
筑
後
川
に
通
じ
て
い
る
と
い
う
実
際
と
よ
く
符
合
し
て
い

即
通
一
一
球
珠
川
1

、
会
為
二
川
。
名
曰
―
―
日
田

る。ゅ
ぎ

あ

み

ゆ

き

い

寂
編
（
叉
連
）
郷
は
風
士
記
に
「
在
11

郡
東
南
こ
と
あ
り
、
日
田
盆
地
の
東
南
縁
、
玖
珠
川
ー
三
隈
川
の
北
側
地
域
が
あ
た
る
。
今
の

豆
田
町
、
田
島
町
、
匁
連
町
の
あ
た
り
が
含
ま
れ
る
。
風
七
記
の
紋
編
郷
の
条
に
、

郷
中
有
レ
川
。
曰
1

一
球
珠
川
一
。
其
源
従
一
一
球
珠
郡
東
南
山
＿
、
流
到
1

一
石
井
郷
ー
、
通
応
四
慈
川
一
。
会
為
二
川
一
。
今
謂
1

一
日
田
川
一
是
也
。

と
あ
る
が
、
よ
く
実
際
に
合
う
。
辺
連
町
の
名
称
に
郷
名
を
と
ど
め
て
い
る
。

あ
り
た
在
田
郷
は
靱
編
郷
の
北
に
あ
り
、
盆
地
の
北
東
を
さ
か
の
ぼ
る
花
月
川
の
流
域
が
あ
た
る
。
今
の
有
田
町
に
そ
の
名
を
継
承
し
て
い
る
。

日
理
（
亘
瑳
）
郷
は
石
井
郷
の
北
に
あ
り
、
盆
地
の
北
半
部
か
ら
背
後
の
山
岳
地
域
が
あ
た
る
。

花
月
川
下
流
の
右
岸
地
域
が
含
ま
れ

わ
た
り

て
い
て
、
歴
史
的
に
も
弥
生
時
代
以
来
盆
地
で
最
も
早
く
開
発
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
吹
上
町
渡
里
に
名
称
を
と
ど
め
て
い
る
。

よ
あ
け
夜
開
郷
ぱ
盆
地
の
西
端
で
、
筑
前
、
筑
後
と
境
域
を
接
し
、
三
隈
川
が
峡
谷
を
流
れ
て
筑
後

111
ヱ
通
ず
る
日
田
盆
地
へ
の
関
門
を
振
す

位
置
を
占
め
て
い
る
。
大
肥
川
流
域
1
こ
の
郷
の
奥
行
き
を
広
げ
て
お
り
、
日
田
方
夜
明
に
郷
名
を
伝
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
日
田
郡
五
郷
を
比
定
し
て
み
る
と
、
日
田
盆
地
は
ま
さ
に
五
郡
の
交
会
す
る
と
こ
ろ
に
あ
た
り
、
九
州
の
東
西
を
結
ぶ
要

衝
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
古
代
の
日
田
郡
に
お
け
る
政
治
、
文
化
の
中
心
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
を
さ
ら
に

具
体
的
に
知
る
た
め
に
律
令
時
代
に
整
備
さ
れ
た
駅
制
の
面
か
ら
日
田
盆
地
の
位
置
を
み
れ
ば
、
石
井
郷
に
石
井
駅
一
所
が
あ
る
。
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石
井
郷

日
隈
古
瑣

(
9
・）

ガ
ラ
ン
ド
ヤ
古
填
群
（
円
）

姫
塚
古
墳
（
円
）

1

穴
観
音
古
墳
（
円
）

日
狸
郷
天
神
山
古
墳
（
前
方
後
円
）
ー
吹
上
横
穴
群

恢
編
郷
丸
尾
古
墳
（
剖
方
後
円
）
ー
法
恩
寺
山
古
埃
群
（
円
）

ダ
ン
ワ
ラ
古
墳
（
？
）

在
川
郷
城
山
古
棋
（
前
万
後
円
）
ー
打
田
古
坑
（
円
）

げ
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

喜
式
」
に
よ
れ
ば
太
宰
府
を
発
し
て
隈
埼
ー
広
瀬
ー
把
伎
の
筑
前
三
駅
を
経
て
豊
後
に
入
っ
て
の
第
一
駅
で
あ
る
。
乃
ち
筑
前
朝
倉
郡
杷

木
町
附
近
に
比
定
さ
れ
て
い
る
把
伎
駅
か
ら

H
田
市
石
井
町
附
近
に
比
定
せ
ら
れ
る
石
井
駅
に
通
じ
て
い
る
。
石
井
駅
は
さ
ら
に
東
行
し

て
玖
珠
郡
荒
田
駅
、
北
行
し
て
翌
前
下
毛
郡
下
毛
駅
に
も
連
絡
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
東
西
を
結
ぶ
交
通
路
は
弥
生
時
代

の
青
銅
器
の
道
に
、
ま
た
古
埃
時
代
の
装
飾
古
墳
の
道
に
具
体
的
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
先
史
時
代
以
来
次
第
に
さ
だ
ま
っ
た
東
西
交
流

の
歴
史
的
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
律
令
制
下
に
公
的
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

風
土
記
に
記
さ
れ
た
日
田
郡
五
郷
、
駅
一
所
を
手
が
か
り
に
そ
の
実
際
の
地
域
区
分
を
考
定
し
て
き
た
が
、

地
勢
に
拠
っ
て
区
分
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
こ
と
と
あ
わ
せ
み
る
と
ぎ
、
日
田
郡
五
郷
の
政
治
区
分
も
恙
わ
め
て
よ
く
こ
の
理
に
合
致

し
て
い
る
と
い
う
へ
き
て
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
こ
の
よ
う
な
地
域
区
分
は
大
化
前
代
か
ら
多
分
に
地
勢
に
拠
っ
て
自
然
発
生
的
に
成
立

し
た
地
域
共
同
体
の
歴
史
的
背
景
に
負
う
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
乃
ち
、

そ
の
周
辺
の
政
治
区
分
に
も
適
用
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
れ
ば
、
日
田
盆
地
に
成
立
し
た
占
墳
文
化
も
各
々
小

地
域
を
屯
位
と
す
る
共
且
体
社
会
と
の
関
係
に
お
い
て
罪
解
さ
れ
る
面
を
も
っ
て
い
る
。
今
、
各
郷
地
域
別
に
前
述
し
た
玉
要
古
墳
を
あ

古

代

の

日

田

（

小

田

）

こ
の
地
域
区
分
は
律
令
時
代
以
前
の
日
田
盆
地
及
び

一
般
に
古
代
の
郡
、
郷
が
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古

代

の

日

田

（

小

田

）

こ
れ
に
よ
っ
て
、
各
地
域
に
お
け
る
五
恨
糾
か
ら
六
供
紀
代
の
推
移
を
大
観
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
こ
こ
に
あ
げ
た
古
墳
は
現
在
ま
で
に

あ
る
程
度
の
凋
査
を
経
て
内
部
構
造
な
り
追
勿
な
り
が
知
ら
れ
る
も
の
エ
浪
っ
た
の
で
、
さ
ら
ヱ
将
来
調
査
の
す
す
む
ヱ
つ
れ
て
ふ
?
?
t
f

る
へ
き
逍
跡
も
増
加
し
て
一
門
詳
糾
こ
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
こ
と
を
間
待
し
て
い
る
（
）
夜
開
工
の
地
域
は
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
国
虐
旦
は

ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
て
い
な
い
が
、
地
勢
か
ら
み
て
も
五
郷
中
最
も
条
件
が
劣
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
日
理
郷
は
古
墳
時
代
よ
り

も
弥
生
時
代
こ
栄
え
て
い
る
。
古
墳
時
代
に
下
っ
て
栄
え
て
く
る
の
ぱ
い
乞
網
郷
、
石
井
郷
で
あ
り
、
在
田
郷
は
や
や
劣
っ
て
い
る
。
地
勢

上
最
も
好
条
件
に
恵
ま
れ
た
の
は
収
編
郷
で
、
三
隈
川
と
花
月
川
に
は
さ
ま
れ
た
現
在
の
日
田

1
街
が
の
っ
て
い
る
沖
積
地
と
盆
地
東
南

の
古
地
を
羞
し
て
い
る
。
占
墳
の
分
布
も
こ
の
池
域
が
最
も
多
い
。
こ
れ
こ
く
ら
べ
る
と
石
井
輝
ぱ
や
や
劣
る
が
、
い
く
つ
か
の
小
河
JI

の
流
域
に
杉
成
さ
れ
こ
只
長
な
低
地
と
、
広
い
台
地
と
か
ら
成
り
、
占
填
時
代
に
{
I
6

っ
て
進
屁
し
一
云
口
地
の
開
発
と
、
律
令
時
代
-
二
石
井

駅
が
設
似
さ
れ
た
よ
う
に
、
交
通
の
要
地
と
し
て
の
性
格
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
較
編
、
石
井
一
一
郷
が
日
田
郡

中
で
も
律
令
時
代
に
下
っ
て
優
位
こ
あ
っ
た
歴
史
的
条
件
は
、
五
、
六
世
記
代
に
形
成
さ
れ
て
い
だ
の
で
あ
る
e

な
か
で
も
牧
編
郷
に
あ
る
今
の
日
田
llj
田
島
町
の
あ
た
り
は
、
江
戸
時
代
日
田
の
学
者
森
春
樹
の
「
亀
山
抄
」
に
も
律
令
時
代
の
日
田

郡
家
の
所
在
し
た
と
こ
ろ
と
云
わ
九
て
、
律
令
時
代
へ
の
連
悶
を
み
る
上
171

も
今
後
の
謁
杏
が
痛
感
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
風
土
迅
阪

背
者
、
磯
城
鴫
宮
御
宇
天
国
排
開
広
庭
天
皇
（
欽
明
天
星
）
之
世
、
日
下
部
社
等
祖
、
邑
阿
自
、
久
仕
一
奉
較
部
―
o

ゅ

ぎ

お

い

ゆ

ぎ

あ

み

於
此
村
泌
1

レ
宅
居
之
。
囚
伽
斯
名
門
二
瞑
負
村
―
。
後
人
改
Fl
え
畠
蜘
。

其
邑
阿
自
、
就
1
-

と
あ
っ
て
、
六
世
紀
代
に
こ
の
地
域
を
本
貫
と
す
る
日
下
部
且
邑
阿
自
な
る
豪
族
が
拠
っ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
日
下
部
氏

は
靱
部
に
奉
仕
し
た
と
晶
さ
れ
て
お
り
、
靱
負
の
村
名
が
起
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
日
下
部
氏
が
靱
を
生
注
す
る
軍
事
部

(
4
)
 

民
を
掌
握
し
、
靱
負
の
兵
七
を
統
率
し
て
中
央
の
大
伴
連
に
奉
仕
す
る
性
格
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
靱
負
の
設
悦
は
五
世
紀

嗣
郷
の
条
に
は

夜
開
郷

C
、.
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都
合
壱
拾
玖
間

(
5
)
 

後
半
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
云
わ
れ
て
い
る
が
、
六
世
紀
代
に
も
靱
部
と
し
て
出
仕
し
て
お
り
、
七
世
紀
ま
で
そ
の
伝
統
が
つ
づ
い
て
い

る
。
ま
た
、
天
平
九
年
（
七
三
七
）
の
「
豊
後
国
正
税
帳
」
の
最
初
、
玖
珠
郡
の
部
分
の
前
に
、

不
動
五
間
糊
倉
三
間

動
用
一
二
間
穎
稲
納
八
間

大
領
外
正
七
位
上
勲
九
等
日
下
部
連
吉
餡

少
領
外
従
七
位
上
勲
十
等
日
下
部
君
大
国

主
帳
外
少
初
位
上
勲
十
等

H
下
部
莉
死

と
あ
っ
て
郡
司
が
す
べ
て
日
下
部
一
族
で
占
め
ら
れ
て
い
る
記
載
が
み
え
る
。
近
年
井
上
辰
雄
氏
は
正
税
帳
の
検
討
を
行
な
っ
て
、
こ
の

(
6
)
 

部
分
を
日
田
郡
の
も
の
で
あ
る
と
結
論
し
て
い
る
。
そ
の
論
拠
は
前
掲
風
土
記
に
み
え
る
日
下
部
君
の
伝
承
か
ら

H
田
郡
と
関
係
が
深
い

こ
と
。
大
領
、
少
領
、
主
帳
各
一
人
と
い
う
郡
司
構
成
は
日
田
郡
五
郷
が
下
郡
に
あ
た
る
令
制
の
規
定
と
符
合
し
て
い
る
こ
と
。
正
税
帳

路
の
記
載
と
合
っ
て
お
り
、

の
郡
の
記
載
順
序
が
「
延
喜
式
」
に
お
け
る

H
田
、
球
珠
、
直
入
、
大
野
、
海
部
、
大
分
、
速
見
、
国
埼
と
太
宰
府
か
ら
豊
後
に
至
る
順

こ
の
よ
う
な
記
載
法
が
古
代
を
通
じ
て
踏
襲
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
三
点
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
井
上
説

は
従
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
日
下
部
氏
が
靱
編
郷
に
拠
っ
て
恰
頭
し
た
の
は
五
世
紀
代
に
さ
か
の
ぽ
る
こ
と
が
で
き
、
以
来
、
律
令
時

代
に
は
日
田
郡
司
と
し
て
勢
力
を
拡
大
し
、
日
田
郡
一
円
に
根
を
お
ろ
し
た
在
地
豪
族
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
そ
の
本
貫
地
で
あ
っ
た

靱
編
郷
に
郡
家
が
設
け
ら
れ
、
ま
た
日
下
部
君
本
家
の
●
墳
墓
が
郷
内
に
営
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
容
易
に
推
察
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
あ
た
か
も
風
土
記
に
出
さ
れ
た
欽
明
天
皇
の
世
前
後
に
比
定
さ
れ
る
注
目
す
べ
恙
古
墳
と
し
て
、
法
恩
寺
山
古
墳
群
が
浮
び
あ
が
っ

て
く
る
。
こ
の
古
墳
群
は
尾
根
ヒ
に
七
基
並
列
し
て
い
て
、
時
期
も
六
棋
紀
代
を
中
心
に
七
世
紀
に
ま
で
及
ぼ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
古

墳
群
を

H
下
部
君
本
家
の
幾
恨
代
か
に
わ
た
る
墓
所
に
比
定
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

律
令
時
代
に
下
っ
て
の
遺
跡
と
し
て
古
瓦
を
出
土
す
る
次
の
三
遺
跡
が
あ
る
。

林
工
高
校
遣
跡

日
田
市
丸
山
・
日
田
林
工
高
校
々
庭

古

代

の

日

田

（

小

田

）
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古

代

の

日

田

（

小

田

）

謁
査
を
行
な
っ
て
遣
跡
の
性
質
を
明
ら
か
に
す
る
要
が
あ
る
。

慈
眼
山
遺
跡
は
靱
編
郷
内
に
あ
る
が
、
大
波
羅
神
社
の
北
約
一
粁
の
山
脆
に
あ
り
、
大
波
羅
神
社
の
も
の
と
よ
く
似
た
桶
巻
造
り
に
よ

る
格
子
日
叩
文
平
瓦
を
出
土
し
て
い
る
。
最
近
こ
の
あ
た
り
は
宅
地
化
し
て
い
て
奈
良
時
代
の
須
恵
岱
な
ど
も
出
土
し
て
い
る
。
早
急
な

一
般
に
古
代
の
瓦
出
土
遺
跡
は
寺
院
跡
と
官
術
跡
の
二
者
が
考
え
ら
れ
る
。
寺
院
跡
の
場
合
に
は
瓦
当
文
あ
る
軒
先
瓦
や
礎
石
を
伴
う

が
、
官
街
跡
の
場
合
に
は
必
ず
し
も
瓦
当
文
あ
る
軒
先
瓦
や
礎
石
を
伴
う
と
は
限
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
日
田
盆
地
で
寺
院
跡
の
可
能

性
が
あ
る
の
は
、
林
工
高
校
遺
跡
で
あ
り
、
大
波
羅
神
宮
寺
跡
も
大
波
羅
神
社
境
内
に
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
や
は
り
神
宮
寺
の
可
能
性

る。
大
波
埋
神
宮
寺
跡

慈
眼
山
遺
跡

林
工
高
校
遺
跡
は
通
称
月
隈
山
に
あ
り
、
日
理
郷
に
あ
た
る
。
林
工
高
校
を
創
立
し
た
明
治
年
間
に
整
地
し
て
発
見
さ
れ
た
と
い
う
軒

丸
瓦
一
点
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
遣
跡
は
酒
滅
し
て
い
る
の
で
、
ど
う
い
う
性
質
の
逍
跡
で
あ
っ
た
か
知
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
日
田
盆
地
で
発
見
さ
れ
た
唯
一
の
奈
良
時
代
軒
先
瓦
で
あ
る
。
瓦
当
面
径
一
六
糎
、
珠
文
縁
投
弁
八
菜
軒
丸
瓦
て
あ
る
＿
叫
旦
）
。
中

房
円
の
蓮
子
は
一
ー
四
ー
八
の
配
列
を
不
し
、
中
房
は
高
く
、
連
弁
は
肉
盛
り
あ
る
俊
品
で
、
筆
者
の
い
う
鴻
腫
館
式
瓦
の
特
徴
を
よ
く

(
7
)
 

表
わ
し
て
い
る
。
太
宰
府
系
古
瓦
の
正
系
が
日
田
盆
地
に
ま
で
到
達
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
筑
後
川
流
域
に
類
例
を
求
め
れ

ば
、
筑
前
朝
倉
郡
・
長
安
守
跡
、
筑
後
浮
羽
郡
古
井
町
冠
・
永
松
氏
邸
内
遺
跡
が
あ
る
。
大
宰
府
か
ら
日
田
盆
地
ま
で
の
間
に
類
品
の
出

る
こ
と
が
で
告
る
。
格

f
目
に
は
一
一
柿
あ
る
が
、

土
地
を
点
々
と
た
ど
る
こ
と
が
で
恙
る
。

大
波
羅
神
宮
寺
跡
は
靱
編
郷
に
属
し
、
大
波
羅
神
社
に
神
宮
寺
が
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
大
波
羅
八
幡
社
は
社
記

に
よ
れ
ば
貞
観
十
三
年
（
八
七
一
）
建
立
と
伝
え
て
い
る
。
境
内
よ
り
格
子

H
叩
文
の
平
瓦
が
出
土
し
て
お
り
、
桶
巻
造
り
の
手
法
を
み

い
ず
れ
も
奈
良
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
で
あ
る
可
靡
立
）
。
今
後
の
調
査
が
の
ぞ
ま
れ

日
田
占
上
城
円
・
慈
眼
山

日
田
屯
出
島
町
大
頁
・
大
波
羅
神
社
境
内
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あ
と
が
き

は
捨
て
が
た
い
。

こ
れ
に
対
し
て
慈
眼
山
遺
跡
は
官
街
跡
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
靱
編
郷
内
に
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
も
注
意
し
て
お
い
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。
考
古
学
上
か
ら
郡
家
の
候
補
地
と
し
て
今
後
の
謁
杏
に
期
待
し
た
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
古
瓦

出
七
追
跡
も
ま
た
日
下
部
氏
一
族
の
関
与
し
た

fiI能
性
が
第
一
に
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

〔
補
記
〗
本
稿
に
引
用
し
た
史
料
の
う
ち
豊
後
国
風
土
記
は
佐
藤
四
信
「
盟
後
風
上
記
の
研
究
」
に
拠
り
、
翌
後
国
正
税
販
は
竹
内
理
一
戸
嗣
「
娯
楽
遺

文
」
に
拠
つ
た
。
ま
た
歴
史
時
代
の
条
定
制
の
問
題
は
は
か
に
分
担
研
究
者
も
あ
る
の
て
本
稿
で
は
省
略
し
た
。

註
(
1
)
佐
陳
四
い
「
血
以
後
風
土
出
の
研
究
」
附
和
三
一
年

(
2
)
伊
藤
常
足
「
太
素
管
内
志
」

111珠
兄
ハ
ニ
真
昭
和
四
四
年

(
3
)
井
上
通
傘
「
翌
後
風
七
記
新
考
」
旧
和
一

0
年

(
4
)
直
木
孝
次
郎
「
日
本
古
代
兵
制
史
の
研
究
」
附
和
四
三
年

(
5
)
井
k
光
貞
「
大
和
国
家
の
軍
巾
的
砧
礎
」
（
同
氏
苦
「
日
本
古
代
史
の
議
問
題
」
所
収
）
附
和
二
四
年

(
6
)
井
上
脳
雄
「
恨
後
川
正
税
帳
を
め
く
る
渚
問
如
」
（
同
氏
著
「
正
税
帳
の
研
究
」
所
収
）
附
和
四
二
年

(

t

1

)

小
田
富
士
雄
「
九
州
に
於
け
ろ
太
宰
府
系
古
瓦
の
展
間
⇔
」
九
州
考
古
学
2
旧
和
一
二
二
年

↑
者
が
日
田
盆
地
の
考
古
学
凋
査
を
手
が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
初
め
は
昭
和
三
一
1

年
の
法
恩
寺
山
占
墳
群
の
発
掘
謁
査
で
あ
っ
た
。
別

府
大
学
の
賀
川
光
夫
教
授
の
知
遇
を
得
て
こ
の
地
域
の
淵
在
を
始
め
て
以
後
数
年
、
こ
の
地
方
の
登
料
調
査
を
す
す
め
た
が
、
そ
の
後
多

忙
の
た
め
中
断
す
る
に
至
っ
た
が
、
昨
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
九
州
文
化
史
研
究
所
の
日
田
に
関
す
る
総
合
研
究
の
一
員
に
加
え
ら
れ
て
よ

り
、
は
か
ら
ず
も
再
び
日
田
謁
査
を
継
続
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
回
の
賢
料
調
査
に
あ
た
っ
て
は
賀
川
教
授
の
業
績
に
負
う
と
こ
ろ
多

く
、
地
元
研
究
者
の
穴
片
通
照
、
梶
原
尚
之
、
桑
野
隕
吉
、

古

代

の

日

田

（

小

田

）

日
田
巾
立
団
物
館
の
方
々
に
多
大
の
便
宜
を
与
え
ら
れ
、
ま
た
九
州
大
学
考
古
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-.̂ e:.1 
代

の
日
田
（
小
田
）

杉
本
仰
攻
夜
こ
も
磁
謝
由
し
上
-
’
る
。

（
一
九
六
九
•
一
―
・
ニ
八
）

学
研
究
室
の
真
野
和
夫
言
こ
も
授
助
を
受
げ
亡
(
)

本
稿
は
以
二
資
氏
の
御
世
話
こ
よ
っ
て
、
惰
者
か
旧
和
三
二
年
以
来
か
か
わ
っ
て
き
だ

日
旧
闊
査
の
総
整
理
を
試
み
]
]
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
紙
数
の
罰
合
で
割
愛
し
こ
資
料
が
少
く
{
1
6

い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
た
後
日
の

機
を
得
た
い
と
考
え
て
い
る
。
本
稿
で
過
去
の
成
果
を
ま
と
め
る
と
共
に
、
さ
ら
に
今
後
の
研
究
を
す
す
め
る
出
発
点
と
も
な
る
こ
と
を

期
す
る
次
第
で
あ
る
。
関
係
者
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
お
わ
り
に
、
本
稿
を
ま
と
め
る
機
縁
を
／
ナ
え
ら
れ
に
九
州
文
化
史
研
究
所
の
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日田市内遺跡地名表

I No. 遺跡名
I 
縄文時代

1 川下遣跡i裔井字I!I下
2 原 遣 跡内河野字原

I 

3 大部遺跡大部町大部

4 隈山遺跡石井町隈山

弥生時代

I 
1 5 吹上厭遺跡 吹上町大字友田字渡里・吹上原

6 草場滋跡清岸寺町草場

7 天神原迎跡朝日町天神

8，元宮厭追跡神来町元官

, 1 J:野原追跡上野町上野言

古墳時代

10 I城山古墳諸留町城山
ni有田古墳石松町有田
12 羽野横穴 1財津町羽野

13 天神山古墳朝日町才田

14 夕田古墳群 I上手町夕田
15 夕田横穴群 I ” 
16 水日横穴群＇水日

17 丸尾古墳上城内

1s I丸尾神社古墳 田島町田島
19 1 烏羽塚古瑣 田島町会所宮

20 法恩寺山古墳群 1匁連町大字日高字法恩寺

21 匁迎横穴群匁連町匁連

22 ダンワラ古慎 日高町字東寺・ダンワラ

23 上井手古坦 小ガ瀬町上芥手

24 i千人塚占攻大部町大部
25 平原古瑣，琴平町平厭

26 姫塚古墳銭淵町姫塚

27 寺内古墳石井字寺内

28 原 古 墳内河野字原

29 穴観音古坑内河野字倉園

30 ガランドヤ古墳群＇,石井字西園

31 津辻古墳 1 石井町三丁目津辻

32 三郎丸横穴群 友田字三郎丸（星隈山）

雫 在坦 備考
--- - -- -- -- _ _ 

土偶店

古

代

の

日

田

（

小

田

）

澄滅

1前方後円墳

I 
1円墳，横穴式石室，湮滅

i 
前方後円墳

円墳

前方後円墳

円墳

”，湮滅

円墳7基，国指定

金銀錯嵌珠龍文鉄鉱

，円墳
I II 

” 
円墳，竪内式石室 1,
石棺3

円墳2基

円墳，湮滅
円墳，横穴式石室，国
指定
円墳 3基，県指定

円墳 I 

I 
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古

代

の

日

田

（

小

田

）

I No.遺跡名所在地 備考

33 吹上横穴群友田・吹上

34 ;丸山横ぺ群丸山（月隈山公隣）

35 日 限古坑 1 日隈町亀山公國• H隈神社境内 江戸時代に漢鎧発掘

歴史時代 I 
i 36 林工裔校遺跡吹上町・日田林工裔校々庭 軒丸瓦

i 37 大波羅神宮寺跡 田島町大原・大波羅神社境内 平瓦

I 38 慈眼山遣跡上城内・慈眼山 i” 
- -
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5 

6 

， 

7 

; 
乙］へ
□二:71
こ
に 22

こ
¥ I I( 

23 

_．2 1 

□/4ロ
須 器編

冒14 ¥ I ノノ
16 

1・2 日田市有田古墳
3・4 玖珠郡田の口遺跡
5 ・19・20-22・23・24・26・27 杵築市七双子第三号古墳
6 日田市ガランドヤ第一号古墳
7・18 杵築市七双子第五古墳
8•9•1}l1•13•14•15•16 日田市法恩寺山第四号古墳
12 杵築市七双子第二号古墳
17 日田市吹上横穴（伝）
21 日田市法恩寺山第五号古墳
25 杵築市七双子第八号古墳



図

版

一
・
一詞
）

金
銀
錯
嵌
珠
他
文
は
（
径
二

Ii
出

土

の

朕

鋲

二

稲

日

田

ーー

ダ
ン
ワ
ラ
古
瑣

一
・
五
雙

銀
梁
作
細
線
式
獣
桁
鋭
（
径
三―

日
隈
古
瑣



下上

六珠
限文
鋲鋭

タで,入...、，．炉伝r• 9諏賽心/；.”'9 駅:’‘？.ふ,.. ．．悶ぃ／:ッちt!f,f、.，; i ＾ ^  
図

径径 版

ニ八

七 9 .. 
湘l！浄I！ ”ツ＇ 有

‘ーノ‘-ノ
田

古

坑

出

土

鐙

鑑



図

版

三

法
恩
寺
山
第
四
号
古
坑
出
土
鏡
鑑
と

そ
の
出
土
状
況

佑 製 五 獣 鋲 （径11.2割）

と、

（穴井通照氏提供）
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四

日

田

市

出

土

の

古

瓦

鴻嘘館式軒丸瓦（箆16糎） 林工高校遺跡

格子目叩文平瓦二種 大波羅神宮寺跡




